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符
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主
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が
味
、
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t
し
て
の
つ
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l
ン
の
平
受
カ
た
め
の
投
資
お
よ
び
状
祝
ド
ベ
む
じ
て
い
へ
い
常
陣
へ
の
防
一
丙
・
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一
一
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行

う
こ
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ぬ
こ
と
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の
取
得
一
ド
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し
九
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資
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し
の
訪
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約
一
八
憶
七
つ
つ
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円
で
あ
る
こ
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記
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行
司
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治
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付
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取
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し
て
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収
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川
｝
円
、

X
か
ら
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さ
ず
に
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開
買
判
付
士
宮
入
ι
位
す
る
こ
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を
五
回

L
ζ
い
る
行
の
書
簡
を
受
領
し
た
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川
月
一
八
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に
、

X
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め
株
式
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責
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こ
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テ
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行
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株
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す
べ
て
会
収
得
す
る
こ
と
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買
付
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付
け
」
と
い
う
、

J7汀
、
つ
旨
の
八
ム
土
円
を
し
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付
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付
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さ
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開
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仁
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仕
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茶
等
を
、
こ
の
よ
う
に

し
て
経
rZ陣
に
犯
世
、
子
、
？

ω
か
と
い
、
つ
こ
と
に
つ
い
に
明
定
し
て
い
る
も
丹
げ
は
右
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取
得
し
た
場
合

じ
β
け
る
事
業
千
円
山
平
将
斗
内

E
m
t現
在
の
と
F

ろ
右
L
C
い
な
い
こ
と
、

の
じ
常
的
な
宗
務
を
什
ら
運
営
す
る
立
「
ド
ぽ
を
有
L

ピ
い
な
い
た
め
、

Y
社
乃
行

7
M法
枚
売
事
長
に
係
る
町
出
現
ド
い
つ
い
て
回
答
す
る
必
要
は
な
い
こ
と
な
ど
が
記
萩
さ
れ
、
投
一
、
資
本
の

凶
収
ん
山
片
山
二
い
て
は
兵
体
的
な
記
載
が
～
な
伊
っ
た
マ

本
件
同
人
1

書
を
受
け
、

同
丹
じ

u、
本
件
公
樹
買
付
け
は
、

γ
判
の
企
業
泊
値
を
た
起
し
、

Y
M判
取
締
役
会
は
、

Y
札
れ
の
利
尚

U
い

ー
、
は
株
、
一
十
の
共
同
の
科
誌
を
害

f
る
も
の
と
判
断
し

本
件
余
除
目
付
パ
刊
に
反
対
す
ふ
と
を
L

比
一
読
し
疋
t

ま
た

Y
H判
取
締
役
ぬ
よ
は

同

U
、
本
件
パ
ロ
陀
山
貝
山
川
け
！
日
汁
す
る
片
山
A

箭
ー
と
し
て
、
も
定
的
新
株
予
約
怯
畳
一
泊
割
当
て
に
関

J7心
事
現
を
林
ド
総
会
の
付
則
伏
一
議

ソルドノクソース畠刊ーの以的行、朽

川
で
胞
と
す
る
こ
に
μ
主
乞
内
一
件
、
ζ
Fる
定
款
変
更
誌
索
、

れ
が
可
決
手
九
る
こ
レ

τf｝
条
件
子
d

て
、
祈
料
？
約
権
し
世
償
剖

a
I
r
～
＼

1
1
 

J
ニ

E

川
三

rffVつ
に
三
士
山
川
行
こ
j
q
る
議
集
戸
川
下
、
「
人
J

件
議
案
」

ζ

い
う
）
会
、
何
年
六
月
一

同
日
に
閑
保
守
J
疋
の
定
時
株
主
公
立
主
に

付
議
寸
2

る
こ
ど
を
決
定

L
七
一
む
誌
に
款
変
更
議
案
は
、

ν
わ
ゆ
る
王
別
的
行
侵
条
件
（
新
株
？
に
ね
込
者
向
う

ι
｛疋の

yiは
、
祈
株

チ
J

幻
権
の
わ
け
伏
又
は
取
得
手
い
斗
た
り
他
の
祈
検
予
約
南
青
と
は
明
凡
な
る
取
扱
い
を
何
人
け
る
貯
の
来
初
一

を
ね
し
た
新
持

f
r
u
r叫
t
t
信
需

当
て
に
唱
す
る
事
以
い
つ
い
に
は
、

取
締
役
え
の
伏
誠
い
よ
る
ほ
か
、

品
作
土
総
会
の
将
判
決
議
ま
た
は
し
状

i
総
会
の
符
引
決
一
聞
に
よ

ω

委
年
L
ド
基
づ
く
収
荷
役
会
内
汚
議
に
よ
り
ム
決
定
す
る
U
自
の
戸
内
力
と
あ
っ
一
九
人
｛

定
時
綜
主
総
会
に
お
い
て

議
案
は

い
ず
れ
も
山
帝
し
と
怜
上
内
議
決
濯
の
約
へ
人
・
七
パ

l
ヒ
J
i、
議
決
川
市
ん
は

u. 
哨

σ〉

内
パ

l
七
ン
L

の
賛
成
い
よ
り
可
決
さ
れ
た
一
り
決
さ
れ
ど
託
株

Jr約
権
の
組
憤
刻
心
当
て
の

以

め

よ

う

で

阪よ法学162 u 4<i:l:l) 86') c三り1211' 



〉
、
J

司

一

ゐグ

2
J

人

品
川
一
義
一
議
日

（
，
一
成
九
午
ヒ
月
一
f

け一川一

の
株
十
名
簿
砂
川
犬
民
株
主
わ
れ
持
仁
の
林
に
対

1

Y
な
株
式

株
に
つ
え
一
一
一
一
個
の
祈
株

チ
J

幻
橋
是
非
常
±
止
っ
て
す
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。
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仲
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付
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憾
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司
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叩
J
U
A
を
ふ
門
ι
U
Y
H
の
向

V
告
は
で

C
K株
予
約
梓
チ
一

h
伎
で
き
な
い

〆
い
わ
ゆ
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か
定
め
る
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／
ノ
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引
民
間
山
杭

U
よ
り
も
治
山
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一
省
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も
っ
て
、

X
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び

A
を
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日
む

X
の
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f
る
も
の
を
除
く
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ト
件
釘
株
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約
権
L
T
K
一
収
得
し
、
そ
の
対

vmと
し
て
、
本
件
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株
，
ナ
利
権
（
伺
｝
山
つ
え
一

Y
社
哲
滋
株
式
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を
守
ん
判

す
る
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と
刀
て
き
る
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A
弘
法
、
ぞ
の
伏
締
役
会
が
定
め
る
利
一
行
使
関
売
の
初

U
4れ
も
前
（
り
引
」

乙げ
1
J
L

りつ一、、

X
お
品
川
U
Aを
＼
司

む

X
の
関
係
長
が
十
有
す
る
次
i

件
新
社
門
下
約
権
を
取
得
y

t

J
で
の
い
川
価
／
一
二
、
、
本
件
新
将
J
J
約

権

回

μ
っ
き
三
九
六
月
三
4

一
切
の
公

問
責
付
伺
格
的
問
分
の

を
交
付
す
る
こ
こ
が
で
き
る

f
n山
本
作
新
抹
J

ず
約
j
M
T
2
一
議
波
い
よ
h
リ
取
得
！
？
る
に
は
、

Y
什
取
締
役
去
の
本
認
を
要
J

す
る
n

Y
M引
取
締
没
公
は

議
案
内
円
仇
段
、
株
主
い
対
f

ず
る
課
税
ト
L

丹
問
題
か
打
、

X
お
主
刊
J

A

八
を
台
も
五
の
羽
目
仰
い
臼
か
い
り
ト
記

の
取
得
条
頃
に
草
川
づ
く
耕
ιhwrrhw
幅
甲
山
収
得
が
で
き
在
い
と
判
訓
さ
九
る
場
合
で
h
、
同
人
ら
に
λ

叫
ん
ら
の
負
判
明
・
義
務
を
諜
T
F
こし乙

な
ノ
、

Y
社
と
し
て
同
人
ら
か
ら
そ
の
有
ヲ
る
人
需
拡
利
枝
子
山
川
権
主
一
畑
一
に
つ
主
一
一
九
六
川
門
ず
譲
り

Jtけ
る
U
H
を
決
議
し
ん
ん
円
一

x
u
h
、
十
記
の
1

正
時
株
上
総
会
に
ハ
ん
な
つ
六
月
二
二
日
に
、
本
件
一
新
株
予
約
権
世
情
割
当
て
は
、
の
株
、
一
平
等
の
宇
死
一
夜
し
法
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定
款
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以
す
ゐ
、
る
者
1
u

く
不
公
止
な
方
法
じ
一
小
る
も
の
で
あ
る
a

ご

f
h
L、

Jト

凶
ヒ
久
へ
の
泊
μに
ま
た
は
類
扶
適
K
｝
を
ぷ
め
る
仮
処
分
前
ム
μ
の
山
中
江
て
を
し
た
2

第

苧

東
京
地
裁
へ
の
鑑
定
意
見
書
の
概
長

新
株
子
約
十
恰
の
証
…
償
配
ド
↓
て
の
法
ム
：
定
扶
内
定
一
氏

本
件
買
収
川
荷
後
と
し
て
の
一
ブ
イ
ソ
プ
ラ
ン
内
海
法
性

本
件
新
株
予
約
柱
時
償
初
出
ご
の
γ

一
号
ム
め

一v
J
U
Lま
る
の
と
は
な
い
v
r
一
L
U
－－

A

回ャ
E
2
す
よ
ご
J

↓
－
い
と
い
え
る
つ
に
よ
ぷ
三
ア
ャ

現れ
Y
M
A川
内

ノ

）

1／

l

b

h

i

ザ

？

で
も
と
も
買
収
防
術
策
と
に
一
て
の
ヲ
イ
ノ
ポ
ニ
y
v
は
、
株
主
中
守
点
此
港
反
の
迫
法
レ
宇
レ
え
な
い
iqv
そ
れ
は
本
件
C
J
b
川町」

株
！
一
ず
い
十
の
い
小
山
町
に
つ
し
て
は
、
J

託
止
恥
か
ら
叫
！
え
の

ぃ
！
一
も
か
か
や
句
ず

法
の
原
則
で
あ
け
、

i
パ
衆
か
ら
大
量
的
資
本
を
拒
め
る
株
式
会
社
内
存
立
某
稔
い
か
か
わ
る
ん
弘
則
と
い
ら
ん
る
F

現
行
の
会
祉
法
で

当
然
的
一
と
！
と
し
て
誌
め
ら
れ
一
と
J
J

人にふ山社

ソルドノクソース畠刊ーの以的行、朽

lま

（
円
、
一
九
条

正
に
川
町
ι
え
の
県
疋
う
か
置
か
け
ぺ
る
に
x

y

た
が

一人
f
九
九
九

ν
、
株
一
山
特
称
紋
だ
げ
ご
な
く
株
式
内
内
容
に
恥
？
と
一
川
？
生

へ
培
一
持
数
に
応
じ
て
d

同
じ
取
扱
い

ι一
受
け
る

〆｝シベし一、品川

罰
規
定

i
に
お
い
て
も
、

少
な
，
＼
ど
も
川
ヒ
澄
額
の
株
式
に
コ
い
て
は
、

ω
は
山
－
川
伐
の
戸
」
ピ
ど
い
、
λ

る

一y
f
ツ
プ
ブ
ン
は
、

L
新
昨
ハ
予
約
濯
を
特
定
の
第
三
者
に
発
／
ド
し
て
幻
き
、
敗
対
的
買
収
自
叫
ん
現
れ
と
と
き
（
特
定
百
ハ
以
上
の
一
議

民
潅
を
取
得

L
ど
と
ふ
三
、
中
」
設
抗
体
「
子
利
権
合
買
収
昌
以
外
円
以
上
い
交
付
下
ろ
か
F

六えいわ
N

判
明
史
型

h

y

U

3

1

r

。

f

ソ
ノ

1
v
b
i

ー
j

、
買
収
者
は
行
使
で
き
な
い
と
い
う
什
組
み

の
J
川
市
リ
士
い
予
つ

以
者
以
伴
内
法
去
り
み
が
権
利
「
1
怜

C
さ
る
と
い
う
条
件
寸
釘
付
け
て
お
い
て
、
川
円
以
者
ち
含
め

コ
わ
使
γ

ハ
引
条
釘
が
山
川
い
け
い
ら
九
て

一
日
収
得
粂
引
」
が
付
い
て
し
る
ト
ロ
が
連
常
の
ノ
汀
付
制
限
出
と
川
阿
見
な
る
と
L
え
る

了
史
リ
0
1
p
～リ

ーィ
J
L
Z
u
m
E

いづ
G
v
v
－ノ

行
使
制
限
ド
ム
ー
と
い
え
る

～一やヤ一、

f
j
f
l
 

に
許
税
予
約
濯
を
交
討
す
る

本川戸川一一ごは

.，司
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sえ

株
主
υ
与
の
原
則
と
一
ソ

f
y。
フ
ラ
／
ら
し
の
関
係
に
つ

ν

u本
的
学
説
の
多
く
が
り
〕
扶
に
台
効
で
あ
る
？
の
よ
う
な
議
ハ
耐
を

ー〕一f
、
い
え
Q

ミ
れ
に
企
業
悩
値
枝
川
い
圭
豆
、
賀
状
防
情
出
引
は
、

は
た

L
て
ふ
ご
つ
で
ふ
F

J

勺～つ

お
墨
付
き
を
り
え
て
ド
る
か
の
純
子
あ
る

か。
行
続
制
山
型
に
、
J

い
C

新
終
予
約
権
の
行
続
出
荷
と
し
て
買
収
告
を
な
れ
ー
す
る
の
は

新
緑
予
約
池
行
の
－
A

平
等
む
は
あ
っ
て
も

相
片
岡
の
γパ
リ

1
専
の
阿
川
一
悲
で
は
な
い
と
す
る
足
前
も
あ
る
よ
う

ま
た
、
企
業
低
温
和
辛
口
舎
や
民
収
均
九
指
針
は
、
川
町
球
予
約

権
力
行
民
権
は
、

焼
、
工
振
の
付
容
じ
は
な
い
と
す
る
が
、

買
収
高
と
い
、
つ
符
（
疋
の
蛇
が
潅
川
刊
わ
品
ほ
と
き
な
い
条
件
C
訴
枝
子
約
也
を

か
は
り
株
、
ド
ヱ
関
の
す
ハ
別
的
以
抜
い
と
し
て
、
株
、
ド
ヰ
ノ
守
の
方
々
叫
に
反
」
司
る
と
い
イ
ム
G
＝

組
出
、
割
角
て
亡
交
付
す
る
こ
と
は
、

ふ
ザ
ホ
ム
戸
～
、

株
千
平
等
の
原
則
は
絶
対
的
で
は
な
く
、

例
外
が
許
さ
れ
る
と
す
る
見
慨
が
自
刀
と
あ
る
が
、
こ

合
出
的
担
由
い
あ
れ
ば
、

れ
は
株
、
一
十
怜
汚
制
皮
を
念
頭
に
遣
い
わ
議
識
で
あ
り
、
株
！
f

の
支
配
権
を
江
右
ず
る
よ
う
な
事
柄
（
ラ
ィ
ツ
ブ
ヲ
ン
）
ま
で
、
合
理
的

坪
出
で
も
っ
て
例
外
を
認
め
る
こ
と
は
明
ら
か
に
行
汽
汎
き
で
あ
る
〔

次
に
、
ニ
ノ

f
コ
プ
ブ
、
二
段
に
つ
い
て
、
誰
で
も
一
定
内
要
件
を
中
」
［
一
品
す
ぶ
は
ず
＼
川
、

rs
－
 

ヰ
取
扱
い
で
は
な
い
f

一
す
る
是
解
』

2
め
る
し
か
、
属
判
的
な
葬
別
的
以
扱
い
が
株
主
引
守
原
則
の
例
外
と
し
て
一
許
さ
れ
る
の
は
、
少
数
株

一
疋
の
不
利
詩
を
受
け
る
の
台
不
正

権
と
か
議
決
怯
ヒ
限
株
式
の
ゅ
う
に
士
一
律
に
よ
り
特
に
認
め
ら
れ
た
場
合
に
限
る
も
の
と
主
、
え
ら
れ
る

た
が
ワ
て
、
法
律
的
決

lニヲ＆
なが
るじな
" -lミ

場
ノコ』

は

仮
，
い
定
款
の
疋
め
を
設
け
た
と
し
と
も
、

属
川
日
的
な
け
＋
別
的
な
取
り
扱
い
を
／
ヤ

1
一とは枚いー一

T
等
原
則
違
反

二
の
点
、
会
社
法
上
、
買
収
防
伐
の
た
の
で
あ
れ
ゴ
校
、
一
寸
等
原
別
？
と
以
ヲ
る
」
う
な
泊
置
が
で
き
る
と
の
規
定
は
な
い

（
会
計
法

施
行
提
出

七
条
は
、
株
rλ
ム
バ
什
の
支
配
い
均
す
る
張
本
H
M

川
闘
が
あ
る
場
合
い
は
併
業
相
合
に
記
萩
・
記
録
す
る
よ
う
求
め
、
七
茶

本
方
針
に
基
づ
く
取
り
組
与
の
v
H
体
的
ド
容
と
し
て
、
ー
不
定
切
な
者

μ
よ
る
に
一
位
防
止
の
什
剤
み
を
事
業
市
持
の
的
皆
と

L
て
い
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マ
旬
、
庁
、
こ
の
よ
～
つ
な
内
企
吉
山
中
議
官
主
に
記
載
・
記
録
す
る
？
っ
求
め
み
に
μ
品
法
的
規
一
で
は
な
い
」

株
÷
っ
与
の
町
一
則
に
述
反
寸
2

る
制
作
5

二
以
？
日
決
議
は
、
だ
こ
え
特
別
多
数
決
で
戒
す
l

l

ぷ
ん
と
ぶ
に
も
、
決
議
問
符
が
法
主
に
違
反
す

ι

も
の
と

L
K恒
対
て
あ
る
。
？
の
山
…
に
つ
い
て
は

十
1
〈
J
hリ
司
例
M
d
あ
心

さ
」
り
に
、
本
付
加
世
間
中
」
に
は
ー
一
定
の
す
人
件
い
該
当
す
心
株
主
」
に
R
利
誌
や
与
え
る
も

η
で
す
ら
な
ノ
＼

、
I

J

一

i
＋

ヌ
7

d

l
ルレ〓
L
、っ

特
定
の
々
と
F
人
の
み
を
い
ー
わ
1
1
狙
い
撃
ち
ど
件
除
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
喝
行
は
枚
、
十
平
寺
照
射
へ
の
違
反
内
科
皮
は
い
コ
一

そ
う
高
ま
る
り
ま
と
、
事
件
は
、
善
説
的
取
扱
い
の
せ
い
り

μ
つ
い
て
、
定
法
亡
す
一
内
定
め
て
お
ら
ず
し
板
、
総
会
の
特
別
決
議
に
お
い

て
発
日
決
議
を
す
る
の
λ
で
あ
り
、
違
反
の
在
伐
パ
怖
い
J

ぞ
う
片
ま
る
と
い
、
ぇ

yvv

ι〉
』

不
均
等
な
一
取
作
条
頃
」
の
迫
法
性

本
件
で
は

へ
基
準
円
、

の
株
干
全
日
貝
に
新
株
子
M
h
権
を
刻
り
心
中
ヲ
ー
る
い
い
r

、
特
！
百
の
林
！
？
一
F

つ
ま
り
債
院
長
P
人
ミ
ス

一
定
の
日

一フィ

i
ル
凶
一
に
割
り
当
て
ら
れ
る
新
株
予
約
協
に
は
、
一
行
使
不
り
条
項
」

Mr付
け
ら
れ
て
い
る
i

l
、

ハ
γ一
部
内
現
金
を
け
対
日
と

ソルドノクソース畠刊ーの以的行、朽

ー
；
ハ
公
取
得
条
出
町
」
が
利
さ
れ
て
い
る
一
方
で
、

は
な
く
、
「
膏

他
の
株
、
土
に
剖
り
i
二
ょ
っ
丸
る
訴
株
予
約
権
に
は

ー
ノ
打
抽
出
不
可
条
聡
」

通
株
式
一
株
を
だ
価
f

一
す
る
収
得
条
項
」
が
付
三
九
一
、
ぃ
7uτ

いか
d

、
取
得
条
市
ハ
付
新
株
予
約
権

六
年
六
一
項
仁
川
勺
イ

売
行
す
る
に
え
で
も
、
そ
の
に
べ
件
は
川
じ
程
類
の
株
主
で
あ
れ
ば
、
均
専
の
条
件
で
な
け
計
ば
な
ら
な

ν

。
九
字
、

Fh 

勤
一
言

j

t
d仁
ケ
に

？

7
ι
 

本
件
の
枕
料
千
円
利
潅
の
恒
償
配
当
て
は

一
味
下
す
等
原
則
に
一
品
づ
る

ま
た
、
新
株
J

ナ
約
惟
の
笹
山
慣
配
当

cは
、
一
味
ど
ヱ
内
保
ム
叫
す
る

に
屯
じ
て
な
き
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

、、
1
1
↑K
J

J

1
一、
ζ
K

ノ
ヱ
ネ
i
V
1
1
r
F
Jヲ

同J
）

H

す
な
わ
も
、
い
性
信
託
山
」
て
の
悦
庚
し
お
い
て
は
、
称
、
ヱ
ご
と
に
宍
な
る
収
り
扱
い
幸
一
ヲ
る
て
と
は
A

J

F

更
さ
九
て
ハ
ね
ら
ず
、

ム
＋
て
山
続
主
に
、
ル
ー
右
す
る
校
式
数
に

L
じ
て
山
J
Mヰ
J

じ
取
h
鴨
川
う
こ
と
が
予
定
さ
九
て
い
る
の
で
あ
る
川

f;;'j 

同
j

が
無
償
配
当
に
日
刊
す

る
事
項
の
決
ー
子
γ
」
収
い
刑
判
同
会
～
安
ね
戸
、
｝
、
る
の
は
、

新
株

Jr約
権
h
川

八

I
て
の
株
上

H
L丈
m
H
酌
に
も
い
中
日
斗
寸
九
判
り
当
て
ハ
れ
る
こ
ト
ど
か

ι、
を
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株

の

利

rH
に
一
巨
大
な
影
響
Jγ
う
こ
う
Q

も
の
で
は
な
い
と
の
苓
比
一
い
で
あ
る
a

一
号
、
え
つ
れ
る
つ

7
7
1る
－
一
、
新
株
子
約
権
の
以
惇
ハ
A
悩

－
／
プ
ι

ι

u

k

、
ス
ア
f
、
ル
側
に
は
現
ム
ホ
を
、
挫
の
株
十
に
は
将
式
4
2
交
付
す
る
も
の
と
す
る
本
件
新
株
1
4
約
作
の
娃
償
割
当

L

は
、
そ
も

そ
も
れ
い
う
る
も
の
で
は
な
い
と
い
え
る
け

' 

取
得
条
引
の
行
陀
い
到
守
る
裁
量
に
調
す
る
湖
町
宮

ヰ
が
す
の
取
得
条

ULLi2hwF約
需
の
山
詮
主
主
引
で
は
、
会
什
は
一
定
の
事
出
が
牛

1
た
こ
と
を
条
件
川
と
し
て
、
訴
株

F
約
p

官
を
取
川
中
川

す
る
こ
と
が
さ
き
る
と

L
て
い
る

二
一
一
六
条
七
項
イ
七
こ
九
は
‘
会
計
に
取
得
に
魂
し
故
者
砲
を
与
、
X
7
h
v
も
の
で
あ
る
川
会
社

叫
同
は
必
ず
収
得
す
る
首
衣
市
町
し
て
い
る
も
の
の
、
取
締
伐
会
の
決
議
は
攻
縞
認
会
限
り
と
撤
回
す
る
こ
と
市
川
能
ご
あ
る
こ
ど
か

ι、

取
得
が
必
ず
～
J

ふ
さ
れ
る
と
い
う
法
的
川
な
侭
滝
は
な
い
と
い

xるこ

な
お
、
役
述
す
る
株
、
七
総
会
叩
抗
議
の
東
証
と
の
陪
係
で
は
、
小
い
）
耳
目
的
問
点
の
み
）
二
吾
け
づ
べ
き
で
あ
り
、
特
別
決
議
の
同
容
と
し
て

買
取
り
義
位
聞
が
定
め
ら
れ
て
い
な
い
以
上
は
、
日
伝
に
取
締
役
尖
が
取
得
条
呪
を
行
使

T
る
一
げ
の
決
議
を
な
し
た
と
し
て
も
、
取
1M
は
治

泌
さ
れ

4
1
特
判
判
官
関
係
人
の
悶
ら
に
よ
る
草
れ
し
く
小
こ
な
沈
日
誠
一
円
、

久
アて

FV三
日
、
一
と
工
、
取
叩
惜
の
規
正
を
帯
び
る
も
の
と

考
え
る
ニ告

し
く
不
公
止
な
発
一
七

基
準
円
以
斧

る
場

h
u
h
会
什
の
還
合
い
川
村
山
軸
い
J
U
A
R
t
ぽ
苦
手

U
ベ
を
訪
問
場
と

L
C
捻
示
L
、
議
案
を
川
円

主れ

T
7
y
D

つ＋
J

て

－
ド
）

4
4
7
b
i

』
著
し
く
T
h
J

引
な
－

d
胤
）
に
な
る
j
d
出
店
内
が
あ
る
。
基
準
！
と
総
会

E
と
の
凶
が
掠
め
て
長
問
問
で
‘

か
っ

ronじ
が

な
さ
h
J休
主
構
成
が
ベ
主
ノ
＼
変
説
す
る

る
巾
亡
、
具
体
的
に
枝
、
十
円
支
配
比
？
ド
ド
八
き
く
彰
切
を
与
え
る
工
う
な
議
題
e

議
案
｛
買
収
防
衛
宗
と
し
て
の
新
株
予
約
維
の
無
情
割
当
て
〆

志
一
招
案
し
議
決
す
る
こ
と
円
件
、
一
著
し
戸
、
不
公
立
な
発
行
」
と
な
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マU
V

二ー川、
λ

ょ、つ

事じ

L
J
、
十
公
7
1
1
発ノ
h
H
と
し
な
い
た
め
に
は
、
新
た
な
基
準
口
会
設
定
し
て
臨
時
株
よ
し
郎
会
を
阿
能
1
二
、
、
決
議
に

諮
る
べ
き
で
あ

ι

ま
た
、
持
、
述
ず
る
い
M

ヘ
ギ
F

り
ヰ
入
折
、
は
告
ノ
＼
J

石
市
ず
い
、
特
疋
の
株
主
を
温
い
や
ち
に
し
た
防
衛
策
を
導
入
す
る
？
と
は
、

ヲ
コ
ρ

v
C
J
d
 

に
」
吋
ー
干
の
問
符
を
古

L
、
告
し
く
ぶ
一
公
止
で
あ
る
と
い
え
る
。

" -
本
件

E
は
河
の
た
め
ト
新
法
子
約
砲
の
発
仁
（
蛙
…
九
日
目
配
当

を
ヲ
る
の
か
と
い
ミ

U
的
に
阿
世
間
が
あ
る
。
端
的
に
い
、
X
ぽ‘

会
川
刊
川
間
J
U
認
め
る
上
う
に

4
2凡
な
よ
れ
権
は
買
収
込
慌
の
た
め
の
発
れ
と
し
か
な
い
。
現
行
法
九
日
、

E

ぷ
判
ι片
w
r
J
約
権
は

、、立
す
！
d
Jしり

一
賞
金
訊
遠
の
は
ゴ
的
で
け
に
発
行
す
る
必
史
が
な
い
こ
と
は
訟
め
ざ
る
を

χ
な
し
が
、

且
一
設
限
、
会
計
の
れ
持

で
よ
叫
千
戸
川
的
仰
の
増
注
1
Y

一

い
J

て
も
上
い
〆

の
た
め
に
な
川
行
き
れ
る
必
望
が
あ
る
こ
と
は
い
／
る
こ

、

、

1
7
3
1
一

－

F

｜
 

本
件
下
、
は
、
（
取
得
条
市
叩
」
い
よ
り
余
社
が
ス

フィ

i
ル
倒
的
吋
株
予
約
権
の
取
得
を
す
れ
ば
む
し
ろ
帳
主
け
と
な
り
、
た
社
山
科
ペ
耐
t
f
な
ら
な
L
一一と

ι印
f
H
一
に
あ
る
川
M
i
、
官
、
収
者

山
支
配
比
京
T
を
ほ
下
て
－
せ
と

つ
ま
り
は
税
町
村
常
脊
の
地
庁
げ
を
い
す
る
た
め
の
み
の
も
の
と
い
わ
主
る
を
得
な
iv
。
二
の
点
、
戸、
」ι、
祉

制J

;12｝、法学， 62 U＋ふ：＼：）） 870「21)12.]]i 

ソルドノクソース畠刊ーの以的行、朽

ス
テ
イ
ル
側
が
会
仕
の
シ
一
似
権
を
揮
】
ム
で
」
ζ

に－
n

り
、
「
企
業
価
他
が
日
数
損
さ
れ
l

如
、
」
こ
争
、
本
件
証
償
制
当
て
の
正
当
一
化
根
拠

〆
了
二
、
繰
什
返
レ
ヱ
校
し
て
い
る
こ
レ
か
レ
、
会
社
じ
と
つ
て
の
「
合
主
価
Mm」
は
何
か
、
こ
い
、
つ
点

μ
つ
い
f

＼

倍
p
p
一
陣
が
方
的

に
決
定

υ

、ぃ

ι白
で
、
会
去
の
所
有
ノ
々
と

L
て
の
株
主
キ
ド
一
討
す
る
土
民
で
あ
り
、
ま
た
、
真
に
主
即
時
間
怖
が
投
担

5
Nれ
る
の
で
あ

れ
ば
、
そ
れ
を
他
の

い
汁
し
に
一
況
判

L
、
公
開
山
口
い
F

お
け
い
い
由
仁
な
い
よ
う
安
詰
f
る
こ
と
て
見
ハ

U

と
い
う
べ
き
て
あ
る
円
さ
ら

に
、
多
数
派
日
時
半
が
芳
、

3
Q
企
業
師
協
な
い
し
は
肝
合
ん
計
に
賛
同

L
S
い
均
台
に
少
技
派
株
主
が
豪
p
q
r
h
利
益
は
、

判
ら
の
ら
以
Z
H
ν
ル

を
経
営
に
反
映
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
と
い
う
点
じ
尽
き
る
も
の
と
与
え
る
べ
き

C
あ
る
。

一
Y
ポ
／
故
送
事
品
川
市
木
市
川
町
救
ヤ
改

七
午
三
月
一
七
次
疋
は

会
社
内
支
配
権
い
い
開
引
い
争
い
が
生
じ
て
い
る
喝
行
十
b
い
て

株
式
の
散
吋
的
買
収
に
よ
ツ
ご
経
代
支
配
権
を
争
う
特
｛
？
の
株
十
f

の
引
株
比
ー
？
を
決
ト
き
せ
、

引
叫
紅
営
者
ま
た
は
こ
れ
を
支
持
し
事
実



ー
の
影
響
む
を
位
ぼ
し
て
ド
る
特
一
TL
の
株
主
将
常
ぷ
配
縫
合
格
吐
い
・
咋
市
川
昨
「
る
こ
と
」
を
＋
要
な
け
的
と

L
て
新
株
子
約
権
発
行
か
さ
れ

た
場
合
に
は
、
原
則
と
し
＼
「
者

L
ノ
＼
十
公
正
な
方
法
ー

た
ど
、
株
土
台
体
的
利

に〕

掃
の
深
誌
と
い
行
制
岡
山
刊
か
ら
一
新
株
F
す
約
潅
の
発
行
合
正
当
化
す
る
特
段
門
事
清
デ
あ
る
ぬ
ん
い
い
は
、
例
杭
ハ
ハ
却
に
、
日
目
礼
つ
口
え
配
F
M
t

の
組

持
・
暗
仲
間
を
子
訳
な
目
的
と
す
ん
旬
発
打
も
不
公
正
発
γ
れ
い
↑
刊
当
し
な
い
と
t
る“

そ
し
て
、
行
投
力
事
情
と
は
、

グ

ン

メ

1
フ

1

等
、
川
一
つ
山
リ
培
合
‘
交
す
る
じ
「
会
計
を
食
い
物
一
じ
し
て
い
る
場
八
E

て
あ
る
と
す
む
一
υ

ご
の
決
疋
は
、
持
山
一
ヰ
市
博
潔
の
た
め
の
訴
株

J
p
h－K
葎
）
合
了
土
、

1
6司
4
p
l
ジ
テ
タ
ペ

f
l

原
則
的
じ
泣
法
主
心
し
く
ナ
ハ
公
正
）

C
あ
る
こ
と
を
配
肢
と
し
、
特
定
力
例
制
約
判
明
ム
れ
に
の
み
適
法
と
し
ど
こ
れ

を
許
究
寸
切
る
も
の
で
あ
る

本
件
に
お
い
て
、

ス一↑
J
f
l
ル
側
は
は

t
の
何
つ
の
場
今
九
段
当
す
る
炉
、
換
一

r
fれ
ば
、

企
業
日
前
株
主
共
同
の
利
斗
の
叫
白

会
侵
害
を
も
た
ら
3

め
か
、

一
債
務
者
〕

ιF
の
ム
ワ
！
い
っ
き
十
一
わ
け
説
明
を
し
て
い
な
い
司
ま
と
、

会
社
側
は
投
資
家
で
あ
る
ス

ιfAM
い岬山川

フィ

i
ル
に
汁
し
執
机
に
符
営
能
刀
の
欠
如
を
指
抗
す
る
が

両
川
有
ー
と
経
営
が
合
九
十
に
ふ
ν離
し
と
上
場
企
主
に
お
い
て
ス
一
フ
ィ

i
ル
店

身
に
F

一
山
内
？
？
な
詑
カ
ム
ケ
要
求
「
る
の
は
紡
違
い
と
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
ー

宇
品
ん
J

て

山
づ
削
相
官
二
盟
国
貝
「
札
防
可
示
、
今
一
週
リ
へ
1
》

L

J

t
か
っ

た
仏
口
口
町
に
討
す
る
ス
－
r
ィ
ャ
ル
の
情
杓
附

不
十
分
で
あ
る
と
品
局
二
、
い
る
1
1
も
、
不
適
切
の
そ
し
ρノ
を
免
れ
土
い
）

者
し
く
不
公
止
な
祈
株
怪
行
、
か
、
株
主
母
会
的
特
別
決
議
で
で
の
止
三
官
を

る
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
、

新
株
て
ふ
仙
川
品
惜
の

本
柴
玲
一
1

（州市

者
車
川
コ
～
：
？
？
っ
と
た
菜
J

で
折
ろ
う
と
一
丈
け
で
な
く
甚
…
位
｛
目
当
て
に
つ
い
こ
え
r

い
え
る
こ
と
で
あ
る
n

' 

私
討
身
は
、
口
己
株
λ
取
得
に
判
ヲ
，
u
三
井
鉱
山
事
件
の
最
両
政
斗
此
（
ド
成
寸
年
九
月
九
円
、
に
一
不
さ
れ
7

－
い
る
よ
み
に
、

買
収
防
衛
策
は
、
緊
昌
一
覧
難
と
し
て
こ
礼
会
一
山
恥
じ
る
こ
と
は
認
め
て
よ
い
し
乙
忠
わ
九
る
が
、
本
件
は
そ
れ
に
該
当

L
会
い
と
与
え
る
川

間
話
言
明
氾
斜
と
は
、
会
社
に
凶
訟

L
が
ー
に
い
古
利
昨
日
か
牛
上
る
よ
う
な
頃
合
で
し
め
る
υ

ス
ナ

r
I
ル
は
壊
し
斥
で
は
な
い

L
、
グ
ソ
l
ン

メ

l
フ
と
も
な
い

し
い
ツ
ム
ペ
と
し
れ
、
九
三
h
h
n

プ

y

〉
？
で
あ
る

i

j

、

一

一

J

j
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"i 

：ま

一
一
億
円
ち
の
代
金
え
払
ツ
て
支
配
柱
ヰ
惟
伐
に
で
つ
と
二
、
い
る

」
抗
日
か
会
科
一
の
利
益
に
な

会
社
側
臥
込
者

る
の
か

。
憶
は
白
己
資
金
か
ら
到
達
可
詑
で
あ
る
が
、
伐
り
は
他
人
t
ム
只
ぶ
い
？
〉
ぎ
る
を
得
な
い
ご
い
う
z

こ
の
一
士
つ
に

日
川
産
を
衰
消
一
9
F
J

の
は
、
ま
J
P
は
は
粁
昌
一
陣
内
頁
？
で
あ
る
（
菩
音
辻
Z

一
義
務
・
黒
字
、
義
仲
問
中
一
尽
j
な
る
ハ

：

1
 

A
U
Z
M引
伺
W
V

（
債
務
者
）
は
、
本
初
完
箭
を
ι花
火
の
特
別
事
寸
前
決
で
一
却
用
し
よ
う
と
し
♂
い
る
う
什
副
抗
議
が
旭
川
わ
れ
る
の
と
あ
れ
ば

I
寸
吠
J

ス一フ

f
l
ル
の

T
O
B
は
多
ノ
、
の
株
式
会
一
朱
灼
る
こ
と
い
？
と
き
ず
i

井
一
じ
特
川
川
多
数
仏
叫
が
成
立

バ
川
九
段
じ
終
わ
ゐ
は
ず
句
、
あ
り

し
な
い
の
一
ど
あ
れ
ゴ
、

会
社
側
内
功
衛
策
は
取
れ
な
い
か
ら
、

品

川

H
1
5
9
L

一
ド
一
ト
l
h

し
－
9
2／
）

jv

」

結ー川、

い
ま
こ
の
よ
う
な
形
で
話
，
陀
策
を
導
入
す
る

必
要
牲
に
欠
け
る
ど
い

χ
る

本
件
引
街
殺
は
、

ス一↑
J
f
l
ル
側
の

T
O
Bを
受
け
て
の

L
わ
ば
緊
主
狩
の
弘
前
散
で
あ
る

ス

ア

イ

ル

し
か
も
こ
の
折
世
は

測
を
姐
L
撃
ち
し
て
お
り
、

ス
テ
ィ
！
ル
矧
以
外
に
は
使
、
y
な
い
策
で
あ
る
け

こ
れ
は
現
に
経
官
援
を
め
ぐ
る
り
す
い
が
牛
に
て
お
り
、

現
経
営
占
的
成
ー
一
は
的
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
守
と
を
一
不
す
も
の
で
あ
る
t

ソルドノクソース畠刊ーの以的行、朽

性
汁
＋
の
不
利
益

本
件
防
窃
誌
に
よ
刊
、
債
権
者
持

に
上
小
利
弘
山
？
九
十
ド
J

んな

v
の
か

ま
ず

の
取
氾
刊
が
常
一
夫
P

、
は
な
く

（
ス
テ
イ
ル
側

取
得
が
な
さ
れ
も
い
と
主
は
、
新
荷
予
約
片
池
内
紛
枇
内
回
転
中
」
と
い
J
る
允
釈
化
ヘ
ハ
ふ
れ
る
中

C
は
、
そ
の
松
川
崎
佐
伯
は
告
し
く
減
じ
る
と

い
え
る
。
ま
犬
、
取
持
デ
な
さ
れ

J
ス
支
配
均
利
鮮
の
点
で
大
き
な
川
和
古
を
こ
う
わ
る
。
そ

η
一
｝
と
は
、
て
の
経
済
的
価
値
に
も
八

き
く
跳
ね
川
鳴
る
こ
と
は
い
う
ま
で
お
な
い
l

司
ハ
体
的
に
「
取
得
条
円
山
」
じ
よ
る
取
得
価
治
会
一
九
五
日
U
M
削
い
か
汲
疋
し
た
恨
拠
は
債
権
者
作
一
十
が
わ
〉
九
一
当
初
の

1
一け
B
A
V
僻
地
」
に
あ
yω
ぃ

J

3

J

、

！
L
V刀
、
！
～

4
出
羽
得
Z
1
杭
が
叩
礼
I

仏
の
株
式
の
本
当
の
日
柄
、
斗
し
い
と
い
え
る
ど
ろ
う
か

以
得
匂
棋
が
」
司
九
二
む
り
実
際
的
ト
古
川
相
ど
は
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必
ず

L
ー
も
致

ν
な
い
の
で
あ
打
、
そ
の
半
額
が
内
科
滅
的
小
利
益
で
あ
る
a

一
い
え
る
つ
枠
制
は
、

そ
の
時
々
の
条
件
に
よ
っ
て
常
に
従

動
L
9
る
も
の
で
あ
り

乏
の
稿
に
判
疋
ぜ
て
、

結
局

京
件
に
お
け
ゐ

カ
ヘ
撚
陀
の
時
制
J
J
A

一
切
考
議

L
ハ
ム
ド
白
川
に
問
題
ハ
が
お
る

前払之日子？
J
軍
刀
担
斗
寸
百
弘
之
、

i
7

？

1

j

I

J

J

↑

J

1

 
リ
八
フ

J
l
ル
測
の
損
半
円
近
油
W
K
L
C適
止
と
は
い
、
ズ
な
い
、
一
3
i
d
わ
ち
げ
な
財
産
権
叩
議
い
か
な
〈
一
一
れ

と
い
な
い
と

Z
L
P
Q

"I 

へ
支
配
）
牧
士
を
沈
め
る
の
は
滋
か

債
務
缶
倒
は

i
O
B
ヤ
企
業
買
収
（
あ
る
い
は
ぷ
弓
取
り
J

が
す
へ
て
悪
の
よ
う

μ
抗
之
て
い
る
ふ
し
が
あ
る
利
之
江
、

r
O
B
 

叫ハ

m
r
m
u
ーか

法
律

が

T
O
B
い
つ
い
一
に
規
制
し
て
い
と
こ
と
は
、

r一り
B
を
禁
止
し
ザ
、
L
る
わ
け
と
は
な
い
v

一七

〆
九
ム
日
制
凶
口
出
取
引
法
｝

！
工
な
り

法
叶
げ
は
投
資
布
保
議
在
日
的
｝
円

そ
れ
が
公
正
に
行
わ
れ
る
よ
う
配
慮
し
て
い
る
に
ト
と
ど
ま
る

J

L

O

り
、
法
は

T
O
Rを

rL
と
見
一
一
に
い
る
わ
け
で
は
な
い

c
T
O
ι
に
も
良
い

T
O
B
と
悪

L
T
O
Eと
が
あ
り
、
づ
べ
て
の

T
O
B
に
対

L
防
衛

1
る
一
一
し
九
が

正
ぺ
化
与
れ
る
わ
け
で
は
な
い
っ

1
0
3
に
お
い
て
ほ
一
一
己
券
取
引
叶
で
の
取
引
ζ

一
円
持
、
計
抗
争
心
照

F
一
が
働
く
の
で
あ
り

そ
の
公
正

さ
を
惇
保
す
る
の
が
託
存
取
引
法
（
現
金
高
品
取
引
法
）
で
あ
る
三
二
T

」
で
は
、
基
本
的
ド
凶
有
を
め
ぐ
る
苧

ν
で
あ
っ
て
、

nr廿
的

経
営
！
こ
は
－

nι
引
ぜ
な
い

け
的
が
投
資

γ
口
市
的
経
伝
権
奪
取
V
は

T
O
乃
の

7f一
牲
を
左
F
？
〆
む
な
ぺ
結
論
的
に
い
、
λ
ば、

つ
ι
5
4

り、

公
開
会
朴
（
ト
均
夫
社

に
ん
切
る
べ
き
わ
は
、
池
の
商
品
の
取
引
と
同
線
、
市
場
υ泊
予
に
よ
る
の
で
あ
り
も
称
性

い
討
い
に

！
ヱ
ド
れ
ム
ー
と
は
な
く
、
ま
し
て
千
経
勺
H
V
告
た
る
取
約
泣
L
も
な
い
。
こ
れ
二
P
N

ふ
ー
ん
岡
本
義
市
場
経
済

cあ
る
。

さ
ら
に
い
え
る
こ
と
は
、
本
作
の
よ
う
な
会
社
（
涜
務
枠
」

の
わ
ぬ
を
谷
認
す
九
流
、
株
主
総
会
の
特
別
一
日
譲
が
あ
れ
ば
、

、i
J
パ
k

し
♂
一

払
川
世
鋭
校
、
を
約
よ
り
一
山
す
こ
と
を
認
め
る
三
と
に
令
。
。
確
か
に
、
会
社
法
は
約
め
出
し
ん
い
ほ
川

Z
h
i
r
シ
ュ
ア
ウ
｝
・

7
1

ご
／

T
l
一J
乞
誌
め
る
に
い
た
む
た
が
、

私
有
財
孟
制
の
T

立た
v
も
つ
＆
が
ミ
ュ
旦
十
人

法
的
に
件
J

位
九
日
恨
拠
な
し
に
こ
れ
を
広
げ
る
の
は
、
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な
半
訟
で
あ
る
と
い
わ
主
る
や
～
得
な
い

（
苫
法
は
私
ー
白
肝
開
高
耐
を
仰
障
d

、
公
共
め
れ
め
に
の
み
か
つ
正
当
な
い
補
償
を
払
っ
て
飽
人
の

財
産
権
を
奪
、
つ
こ
と
を
認
め
え
い
る
こ
と
を
想
芯
さ
れ
と
ど

第

苧

東ぃ
t
h

ム
高
裁
へ
の
鑑
定
意
見
書
の
概
長

平
成
一
九
汗
ハ
万
二
人
じ
じ
古
川
県
地
力
政
判
祈
只
事
第
凡
部
は
‘
ふ
小
l

－L
刀
〈
あ
る
ブ
花
ド
y

ク
ソ
ー
ス
池
山
式
会
川
引
が
ヤ
点
一
九
均
六

ヨ
口

ー
日
内
社
土
総
会
伏
議
じ
基
づ
い
て
現
に
子
続
中
均
一
耕
株
ち
J
約
権
恥
償
制
当
て
を
仮
jh

差
し
止
め
る
と
の
い
札
L
口
へ
均
時
h
J

て
を
斗

ト
L
た
い

却
ト
理
出
お
よ
び
叫
刊
誌
は

J

旧
）
証
券
取
引
法
お
」
び
会
社
法
に
刻
す
る
訟
解
に
基
づ
い
て
い
る
と

E
わ
れ
る
）

以

下

L
i
F
t
〉

γレコ＝
F
J
q
z

本
件
新
株
、
ず
約
μ
他
器
h
h

国
訓
hvi
げ
に
は
林
王
平
等
原
則
！
三
店
反
し
な
い
か

ソルドノクソース畠刊ーの以的行、朽

三与i

七
一
決
定
F

以
卜
、
田
山
H仇

t
t
z
辻
、
特
定
株
主
り
持
株
比
宮
内
低

F
と
レ
ヘ
不
利
拾
を
を
け
て
も
、
怜
t
T

総
会

の
特
別
決
議
で
か
つ
地
立
な
討
制
か
支
払
わ
れ
、

株
ム
と
し
て
の
経
済
的
利
パ
叫
が
引
川
マ
に
確
保
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、

山
「
設
新
株
主
J

勾

権
保
償
割
当
一
て
は
株
ふ
豆
諸
原
則
に
違
反
人
r
J

い
と
す
る

し
か
し
、
ま
ず

m
－Hd疋
は
科

177斗
胤
則
を
高
ま
沿
い
合
叫
吐
く
い
叔
い
迅

5
c
い
る
。

」
？
な
わ
ら
、

出
抗
｛
疋
は
、

新
」
れ
子
利
権
加
位
一
刊
ψ
」
に
い
つ
い
ご
め
会
社
法
一
河
じ
条
の
頴
推
荊
一
泊
の
円
ム
円
に
却
す
る
村
ポ
と
は
、
本

件
訴
持
予
約
濯
し
は
「
L
F
U
的「
1
怜
条
件
一

HV
人
い
さ
九
、
ふ
此
打
税
、
＋
内
地
位
に
丈
目
的
変
誌
が
生
じ
、

抗
止
門
人
じ
か
持
品
川
比
宇
I

お
よ
り
保

右
株
式
力
紙
消
却
価
慌
の
低
、
と
い
っ
f
h
M
刊
誌
を
受
け
ゐ
五
一
、
れ
が
生
じ
る
ご
と
を
認
め
て
い
る
円
一
し
か
し
、
一
耕
枚
目
vy
約
構
内
わ
怜
条

件
ゃ
取
得
条
項
は
、

fbv株
予
約
縫
の
片
い
吉
一

γ
用
問
わ
り
、
株
式
の
け
い
容
や
株
土
と
し
て
の
資
格
に
直
按
関
係
し
な
い

A
A
、
JCil

ノニ
J

A

j

i
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v
て
差
別
的
以
拾
い
を
す
る
新
株
子
約
権
が
発
行
さ
計
て
も
、

新
株
子
仏
川
Je

抗
出
が
JH
九
に
枠
三
等
間
以
則
ド
い
逗
反
す
る
こ
は
い
、
λ
な
い
」

,< 

迫t

祈
株
予
約
符
肉
体
が
株
子
全
起
に
そ
の
持
株
設
に
応
1
ν

ずに
J

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
九

行
使
条
件
ゴ
や
取
浮
長
灯
、
も
平
等
い
な
さ
札
な
け
れ
ば
、

准
利
を
ド
等
に
ヲ
え
た
帝
味
が
な
い
も
の
と
り
七
え
る
べ
き
で
あ
る
r

ソヘ一コ学一
i
－

言
宇
る
と
、
打
使
す
’
U

土
と
も
で
き
け
ず
、

取
持
条
呪
い
よ
り
一

H
的
い
ム
社
に
取
得
き
れ
と
し
ま
3
7
ょ
、
つ
な
杭
於
予
約
潅
は
、
も
は
や

ー
訴
法

と
呼
ぶ
，
し
蛍
せ
ず
、

本
件
は
、

抗
行
人
以
枠
内
株
主
に
の
み
訴
株
予
約
也
を
お
与
す
る
に
与
し
い
事
案
で
あ
る
川

いVU
勺
ピ
本
件
一
点
院
予
約
惟
は
、
羽
ら
か
に
一
味
、
ド
ヤ
平
等
原
訓
ド
ド
造
反
し
て
い
る
と
い
、
え
る
。

u

九一通ハドト、

原
決
l

止
は
、

林
、
一
ヂ
ヰ
J

原
則
に
つ
い
て
、
公
判
改
は
一
疋
の

H

刷
刊
外
出
町
取
扱
？

JF汀
う
余
地
を
認
め
て
い
る
ト
ど

L
て、

本
件
の
い
』
別
的
な
行
使
条
件
お
主
び
収
得
条
町
、
に
茶
づ
く
村
川
U

人
の
不
利
誌
が
例
外
的
収
殺
1

上
「
一
て
訂
さ
れ
る
か
牧
討
司
る
ト
と
い
っ

ー
か
し
、
株
干
平
等
原
肢
の
例
外
は
、

明
文
円
規
定
が
あ
る
場
介
の
み
4
4
め
ら
れ
る
t
f
考
え
る
べ
き
で
あ
る

の
点
、
例
外
的
取
扱

い
が
一
戦
阪
な
も
の
で
あ
る
忠
之
川

F

株
干
段
待
制
岐
件
j

～
！
円
は
明
文
な
J

と
も
市
了
弘
J

原
則
に
述
反

L
な
い
も
の
と
す
る
取
吸
は
あ
り
4
ふ

と
1

字
、
も
ー
太
作
は
そ
の
で
ベ
ノ
な
H
V
r
識
な
例
外
的
取
扱
ド
y
」
は
到
ぜ
い
え
な
、
v

V

田
原
決
三
は
、

T

九
件
に
つ
き
例
外
的
取
扶
ど
T
F打、勺

余
地
や
認
め
て
い
る
一
同
較
的
一
J
河
川
拠
条
文
を
一
示
辻
て
い
な
い
τ

す
な
わ
ち
、
明
正
規
定
な
し
に
、
株
」
玉

jr原
則
の
例
外
や
り
仙
め
て
い

る
の
で
九
州
る

こ
れ
は
剥
と
な
げ
法
で
あ
う
て
、
一
司
法
府
の
推
認
を
逸
脱
し
て
い
る
疑

u
が
あ
る
ご

ま
た
、

原
パ
仇
｛
疋
は
い
内
外
総
会
の
特
訓
決
議
で
も
つ
に
合
致
株
干
の
い
札
T

主
と
し
て
の
地
休
日
叫
ん
小
半
、
わ
れ
あ

u
い
は
利
益
M
d
支
配

ι一
戸
主
の
み

に
守
ぞ
り
れ
る
場
合
を
例
い
挙
げ
た
与
え

一
味
士
総
会
狩
別
決
議
に
よ
り
行
わ
れ

ム出
H
な
汁
価
出
リ
ソ
六
人
目
に
」
h
経
済
的
判
誌
が
「
写

じ
時
深
ベ
寸
れ
て
い
る
と
主
は
、
株
ム
下
叶
1
等
原
則
則
ゃ
ん
両
日
札
法

；
i

、5
f
ド

u

ぺ

一
割
に
違
反
し
な
い
と
い
つ
「

し
か
し
、
会
判
法
が
明
11
亡
も
コ
一

一
丸
苛
容

L
ご
い
品
川
削
を
挙
げ
た
と
し
て
も

本
U
M
V
J

の
」
う

μ
巧
文
の
規
定
が
な
い
い
明
台
い
い
府
士

1
下
原
則
の
例
外
的
取
抗
い
を
認
め
る

根
拠
と
止
な
り
え
な
い



つ

同
一
丸
山
也
は

い仇
M
l
人
ド
ゲ
祈
株
マ
子
勾
棒

悩
半
寸
た
り
一
一
方
1

八
円
的
対
川
手
取
得
す
る
こ
－
一
が
も
っ
て
持
＋
の
む
済
的
利

さ
＆
「
勺

PL

に
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
い
え
る
か
検
討
1

九
六
つ
が
新
株
予
約
栓
の
川
値
に
目
見
合
コ
て
お
り

話
法
的
利
長
も
互
で
に

椛
川
守
さ
れ
k

い
r
J

と
い
う
。

抗
牛
口
人
に
経
治
的
利
益
が
砕
保
ぐ
一
一
れ

C
い
る
か

原、
1
9
山J
止
は
、
和
子
方
が
i

札
b
人
に
！
古
り
当
て
ら
れ
た
訴
什
W
F約
濯
を
取
得
条
市
川
じ
基
づ
き
取
得
し
な
い
ん
示
地
が
あ
る
こ
と
が
あ
る
と

認
め
つ
つ
、
和
子
方
取
締
役
会
内

1

慌
に
取
持
条
釘
γ
いよ
h
取
得
し
な
い
こ
と
と
な
っ
た

2
し
で
も
一
ザ
ィ
け
に
よ
り
訴
枝
子
約
也

細
川
た
り
＝
九
ハ
円
で
玖
伺
刊
す
乙
」
ど
の
決
議
を
合
蒋
的
な
旧
制
拠
祉
し
に
信
頼
し
、
J

札

L
aへ
い
は
設
淀
を
中
し
入
れ
る
こ
と
で
、
川
刈
厄
「
を

会
円
以
バ
に
き
る
と
ず
ミ

L
r
L、
抗
告
人
日
法
的
私
利
が
付
与
さ
れ
た
ら
の
む
は
在
／
＼

実
際
、
に

相
手
方
が
収
得
す
る
義
務
は
な
い

相
手
ん
の
株
干
か
ら
取
得
を
し
な
い
－
一
し
仁
会
一
品
め
て
株
主
代
去
訴
訟
が
捻
起
さ
れ
る
川
町
能
性
に
か
ん
が
み
れ
ば
、

か

信
料
」

L

て
い
た
と
し
と
も

取
得
が
ノ
れ
わ
れ
る
余
地
は
な
い
。

ソルドノクソース畠刊ーの以的行、朽

新
株
予
約
品
山
内
取
1
げ
の
汗
怖
を
詮
預
す
ん
て
L

／
一
ば
利
説
供
与
に
該
4

す
る
か

ヰ守

対
価
の
交
付
ζ

そ
の
時
L
…
に
お
け
ゐ
杷
手
ん
常
通
桂
川
ー
ん
の
市
埼
価
川
間
的
関
係
次
告
で
は
、
和
子
＋
ρ，
が
抗
告
人
に
し
Fhhv

価
を
交
付

す
る
F

～
と
が
利
益
供
与
J

に
談
山
－

rる
お
で
れ
が
あ
る
一
掃
に
「
ば
計
ノ
付
為
」
で
あ
る
こ
と
は
、

な
ん
ら
利
J

廿
供
与
を
日
当
化
す
る
浅
川
日

利
議
叶
パ
与
が
取
引
ノ
iJ河
川
を
長
つ
に
な
台
、
れ
る
こ
と
が
多
い
こ
と
か
」
り
す
れ
ば
中
」
決
で
あ
る
L

主
た

花

T
ん
に
よ

と
は
な
り
え
な
い

二
と
が

H
的
で
あ
る
か
ハ

j
仁
川
〉
こ
l

ゐ

A
3
A
r
h川
川
ヴ
d

i

～AfJ内
よ
叫

る
対
仙
の
ー
父
r
刊
は
、
抗
正
門
人
か
り
実
質
的

の
権
利
計
悦
に
司
す

る
一
利
益
洪
九
J

ド
ム
寸
と
れ
う
る
。
ま
ん
川
刊
誌
桂
川
与
の
構
成
要
件
ぃ
ア
充
足
ぷ
一
れ
る
場
ム
ー
ド
は
、

株
主
総
会
特
別
決
譲
の
存
在
を
も
っ
て
山
中
止

法
性
じ
ゃ
阻
却
ろ
れ
る
と
鮮
や
ー
る
こ
と
は
彊
裂
で
あ
る
υ

伺
あ
れ
一
り
三
九
六
円
と
い
う
ん
4
Z
F
に
つ
い
て
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町
判
決
止
は
、

片
付

ι
何
時
の
時
川
、
F

伺
問
山
一
之
り
三
九
六
月
と
は
以
ら
な
い
と
い
4
抗
話
人
の
±
張
に
必

L
、

九
’
円
の
事
実
上
の
桁

当
牲
者
い
う
の
み
で
あ
る
τ
し
か
に
、

の
よ
う
三
組
寸
引
な
侃
山
市
が
舵
供

価
格
決
定
の
川
国
立
ピ

（
会
社
法
じ
八
六
長

問
題
は
、

賠
ハ
「
ue

さ
れ
る
こ
し
ζ

力
制
度
崎
以
降
が
全
く
な
川
こ
と
て
あ
泊
、
p

内
山
…
に
つ
い
て
原
－
同
定
は
何
も
治
7

て
い
な
い
υ

' 

気
、
」
り
に

（品川弐）

の
わ
勺
符
の
迎
併
に
つ
い
て
、

続
本
的
な
訣
併
に
巷
下
つ
い
て
い
る
も
の
と
U

わ
さ
る
を

邸
内
定
は
、

」主
T
P延

氾一山人工い。

ー
記
川
一
市
は

、
一
議
決
需
を
中
心
と
す
る
い
わ
ゆ
る
共
経
揮
と
、
訓
示
令
配
当
詰
求
権
主
中
心
と
す

す
な
わ
ち

る
い
わ
ゆ

ω
日
詐
権
と
か
ら
な
る
と
い
う
判
例
戸
最
刊
昭
和
目
正
年
七
月
日

U
7
通
設
の
組

mm
（
「
株
式
判
員
惟
説
）
を
完
全
じ

汗
定
す
る
も
の
で
あ
る

こ
の
で
つ
な
同
日
前
は
、
北
九
J
J
州
経

R
あ
ま
り
に
も
滋
小
評
r
J
す
る
も
の

L

あ
り
、

田
町
、
容
吉
川
之
さ

zh
も
の
で

は
な
い
共
斗
践
が
あ
ミ
ー
刀
h

っ
こ
p
k

会
社
い
投
資
す
る
摂
資
家
も
い
v
る
の
む
う
あ
る
つ

t 

以

i
、
一
梓
済
的
不
利
益
」
が
泊
、
椛
ぎ
れ
て
お
れ
ば
、

で
し
て
当
一
世
行
為

vF株
T
総
兵
の
特
別
山
改
革
消
！
ト
長
づ
い
て
i
v

れ
ば
、
株

主
平
等
原
則
違
以
で
は
な
い
と
す
る
原
決
一
4
の
論
旨
は
、

今
ま
で
の
法
定
識
か
ら
見
て
uu
当
と
は
忠
わ
れ
な
い
。
株
！
f

市
よ
さ
弘
山
間
は
、

村
総
会
内
特
判
多
数
決
で
も
掠
れ
な
い
法
町
別
で
あ
る
こ
に
を
rf

皮
、
確
認
す
べ
き
で
去
る
3

ア
品
作
新
株
4
7
的
抗
日
無
償
割
、
↓
ど
は
N
Z
d
く
不
公
止
な
J

刀
法
で
ノ
汀
わ
れ
た
も
の
マ
あ
る
か

原
氏
支
は
公
開
山
貝
引
け
刊
す
の
買
収
に
け
す
る
対
抗
手
段
チ
謙
じ
る
か
J

む
か
の
判
断

1
体
は
誰
か

そ
の
場
合
の
判
制
基
準
を
不

L
た

［
で
、
吋
抗

7
絞
め
合
珂
叫
！
と
河
川
当
注
に
つ
い

c日
体
的
に
判
断

v

、ぃ’

t

二
の
山
…
い
い
；
か
h
f
7
Q

原
伏
｛
た
の
刊
不
ご
ま
ず
時
間
選
と
し
て
折
帯
一
し
な
け
れ
J

は
な
ら
な
い
て
と
は

正
L
乙
J
H

”A

－1
－白人、二、
1
1
1《

f
j
コ
も
J
り

：f
月
う
ι
t
J一ノコぷ
1
主
／
Jμ
ド

分
離
）

C
あ
る
n

刊
ぺ
、
司
パ
ハ
休
日
約
一
ト
也
ベ
7
Q

会
社
が
不
法
不
当
主
買
収
昌
い
川
刈
し
、
引
仰
い
附

f
る
こ
と
で
れ
山
体
は
弘
バ
セ
c
れ
る
場
ん
も
あ
り
う
る
で
あ
ろ
う
一

l
J
円
J

i

d

、クー、

l
F
l
 

<f!L仁社学』 62i;; 4 :14Gi泌さ2:zu12,n 



の
防
尚
子
段
t
k
九
九
兄
助
ず
る
一
体
が
取
締
役
会
〆
一
株
一
総
会
で
発
動
申
立
け
が
駒
場
う
と
い
え
る
の
だ
ろ
へ
J
V

原
れ
へ
？
に
は

ニ
ジ
ポ
ン
位
法
ト
関
す
る
ふ
一
京
高
品
決
｛
戸
は
、
山
主
、
価
値
デ
い
い
な
わ
れ
る
か
ど
う
か
を
取
秘
役
会
が
判
断

γ
J
事
案
で

あ
る
か
ら
、

本
件
新
井
予
約
世
誕
儲
距
当
て
も
、
買
収
仰
討
を
船
内
川
し
、

山
川
，
証
明
円
陣
内

本
件
に
は
オ
て
は
ま
」
り
な
川
と
す
る
“

ぜ
い
〆
、

1
1
1
 

地
は
い
を
J

J

る
L
f
J

め
の
山
J
K

叱
川
相
川
置
で
あ
り

原
刻
均
に
は
引
寸
先
れ
な
い
ら
の
で
あ
る
吟
～
レ
イ
を
看
過
し

C
い
る

一
ミ
コ

J

ワ

7
4
i
j
r

訟
回
日
時
や
議
京
、
T
出
す
の
は
取
的
主
r一
ー
で
あ
り

取
締
役
会
が
上
導

L
て
い
る
こ
と
は
汗

で
あ
ろ
う
と

め
な
い
。
し
た
が
ソ
て
、

際
決
定
は
、

4
作
に
お
い
て
お
、
新
株
4
7
約
推
虻
信
部
当
て
が
‘
と
と
え
そ
れ
が
十
件
、
士
総
会
持
品
伏
議
で

も
っ
て
な
さ
れ
と
ど
し
て
も
、
そ
れ
い
支
山
地
比
人
ー
に
大
き
く
託
事
引
を
与
え
、
粘
果
的

μ
、
羽
桜
色
悼
の
地
ハ
ハ

rt’
寸
る
た
め
の
日
南
措
山
田

』
な
ワ
て
い
る
こ
1

J
を
問
題
山
す
べ
き
ご
あ
り

（
つ
ふ
ホ
り
、

ヲ
一
の
「
ご
つ
な
刻
抗
予
は
ほ
原
則
的
に
詐
さ
れ
令
市
》

！
｝
し
と
上
で
＼
別
出
の
東
i

尽
高
裁
伏
一
疋
｝
一
従
い
、

そ
れ
が
河
列
の
四
つ
の
場
合
：
該
当
4
る
う
か
一
と
う
か
を
長
体
的
に
検
証
す
べ
戸
で

ー
あ
コ
た
P

L

で

L
て、

原
山
間
｛
た
は
い
札
山
人
削
が
い
わ
ゆ
る
ハ
ノ
リ
リ

l
シ
メ
イ
ラ
ー
一
じ
あ
る
3
f

～
認
定
し
な
い
で
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
木
作
折

ソルドノクソース畠刊ーの以的行、朽

利
子
約
権

ι…
償
剖
J

三
、
は
山
県
法
と
判
断
寸
べ
き
で
あ
》
七
八

〕
お
リ
＼
悦
ぶ
的
に
は
、
そ
も
で
も
一
支
配
）
株
ム
が
訴
で
あ
る
べ
き

V
じ
つ
い
て
将
十
総
会

る
惟
阪
が
あ
る
か
に
つ
い
て
、

ワ
原
決
ム
ハ
定
は
UT

い
埠
い
を

L
て
ν
るご

判
明
以
札
営
陣
と
買
収
古
の
汁
置
に
つ
い
て

社

取

に

原川
f
U
1
止
は
刊
明
文
相
川
口
障
と
買
収
者
を
特
に
会
社
の
「
従
r
呂
」
の
矧
点
か
い
り
対
置
さ
せ
亡
い
る
“
ご
九
が
根
本
的
な
問
乏
い
の

も
と
さ
あ
る
c

峰
か
に
証
券
取
引
法
は
、

公
開
皆
、
目
対
象
枠
内
刻
印
礼
リ
川
内
陣
に
、

公
開
問
戸
、
口
付
け
に
対
し
て
長
兄
を
述
べ
、

公
開
買
お
者
，
し

白
濁
す
る
梶
川
刊
を
川
認
め
て
い
る
。

公
開
閉
山
同
日
付
ヰ
引
は
う
一
の
質
問
川
に
必
ず
答
ズ
ム
川
義
務
ま
で
も
諜
し
て
い
な
い
し

し
か
し

川
町
山
を
お
せ

は

M
Wマハ
r
一L
t
f
む
し
と
も
合
同
，
わ
ん
fv

－
時
一
九
f
i
九
月
よ
り
絡
し
訂
さ
れ
わ
え
融
商
品
取
引
i
い
で
も

証
券
取
引
法
と
同
様
円

川刈
μ
如
水
ん
一
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い
ペ
ト
意
日
間
一
品
表
明
郭

E
主
［
の
提
出
十
一
J

一
叫
務
付
け
、

ア
一
、
の
場
合
、

賀
川
代
芸
倒
が

fe
府
民
間
一
品
符
ち
を
提
出
ィ
な
け
れ
ば

質
問
の
記
設
を
訟
め
一
、

な
ム
な
い
が
、

出
ー
を
付
1

」
f
k

恥
民
間
に
答
、
よ
な
い
と

ν
う
川
一
容
も
～
討
さ
れ
る
7
P
L一
一
に
ご
あ
る
）

広
場
附
柄
引
法
は

公
開
貢
付
討
象
ぢ
に

公
開
円
只
r
お
け
に
応
じ
ゃ
か
ア
行
カ
ヰ
一
持
干

投
資
－
R
H
r日
制
一
ヲ
る
た
め
の
清
同
刊
を
で
地
い
提
佐
川
J

？
？
竺
｝
と
を

t
め
に
い
る
の
み
と
あ
る
が

h
一
f
k
斗め
λ
心
。

（
つ
ま
れ
支
配
伝
式
的
取
得
を
一
説
め
一
、
そ
れ
が
公

H
い
行
わ
れ
る
こ

つ
ま
り
、
証
券
取
引
法
は
、
公
開

H
Nけ
を
認
ー
の

つ
ま
り
は
、
公
開
げ
、
引
け
ト
ル
じ
る
か
否
か
を
川
研
一
ヲ
品
別
株
主
じ
刻
し
、

H
パ
体
な
旬
報
を
迅
速
に
パ
バ
り
や
す
く
伝
、
ズ
ゅ
の
一
｝
い
し
を

求
め
る
三
と
が
、

証
券
取
引
法
力
柄
持
で
あ
る
「
投
資
枠
探
議
一
に
遇
、
っ
と
号
、
え
て
い
る
と
い
、
λ
る
ρ

他
ん
、
会
計
辻
い
で
は
、
林
、
一
総
会
に
州
経
営
陣
と
氏
以
背
の
と
ち
う
が
紅
川
早
門
栓
壬
委
ね
る
に
ふ
さ
わ
し
い
者
で
あ
る
か
」
主
判
断
司
る

こ
と
を
期
待

L
て
は
い
v
な
い
2

株
式
会
社

な
が
ん
ず
く
公
開
会
社
一
上
場
会
社
〉
で
は
、
叫
有
ー
と
経
常
は
分
靴
1
1
よ
ね
り
買
収
者

は

f
な
わ
ち
株
工
工

ヘ小
J

な
く
と
も
将
土
の
｝

で
あ
三
亡
、
経
営
告
で
は
な
い
け
林
、
－
は
林
干
総
会
を
通
じ
て
絞
常
者
を
、
古
に
い
寸
フ
ヤ
ル
惟
限

マ
ピ
ム
け
し
一
一
に
い
る
に
治
芳
、
な
い
。
株
↓
下
は
、

よ
り
良
い
経
常
者
を
一
喧
ぷ
裁
量
を
有
し
と
い
る
子
、
悪
い
社
常
告
を
疋
ん
だ
か
ら
と
い
っ
て

杓
デ
責
任
を
問
わ
れ
る
わ
け
で
ほ
な
い

株
土
は
、
ク
て
の
ふ
つ
な
悪
い
絞
再
ヰ
止
を
混
入
だ
結
ωヘ
尖
緒
不
振
と
な
り
、

出
半
、
川
、
株
価

ご
不
利
益
を
い
概
ア
ω
H
I
け
で
あ
る

市
λ

寸2
る
に
、

設
主
的
に
出
逢
っ
て
い
り
ん
と
い
わ
な
け
れ
ば

hr〉な
U

Z

仕

4
M
K
営
陣
と
z

只
以
ノ
引
を

he凶
也
さ
三
る
の
は
、

府
宇
を
選
ぶ
の
は
刊
誌
か

原
決
定
は
、

株
ム
ム
総
会
が
松
1
7
J
γ

選
ぶ
r怯
浪
が
あ
る
己
臼
司
一
併
す
る
う
、

ふ
の
は

h

付
↓
下
総
会
で
は

こ
れ
は
誤
り
で
あ
る
ヲ

な
く
、
資
本
市
場
ヘ
証
券
取
引
所
、
公
開
貰
千
川
市
場
一
で
あ
る
口
会
社
法
↓
七
条
が
枚
式
茂
川
伐
の
白
出
会
一
｛
た
め
て
い
る
の
は
一
て
山
刀
法

約
一
夫
つ
け
と
い
、
え
る
い
会
祉
法
で
は
松
主
総
会
は
資
本
市
埼

r
J一定
L
ど
い
仙
川
上
が
荒
行

L
亡
、
会
社
内
一
羽
石
折
、
と
し
て
子
内
最
両
足

山
い
そ
決
r
h
A
q
z
w
穣
院
し
こ
し
て
は
崖
づ
け
ら
れ
て
い
る
～
ぷ
き
な
い

公
問
状
’
荒
川
引

で
あ
る
限
り
、

株
ム
ア
が

t
の
仲

へ
ト
場
会
社
〕

汁
刊
日
司
、
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間
刊
誌
一
訴
に
す
る
V
を
株
総
会
で
決
に
寸
る
怯
限
は
P
い
こ
い
っ
て
よ
い
い

（
雨
戸
類
株
ヤ
キ
ヤ
ゾ
「
J

ュ
7
J
卜
E

マ
ジ
ャ
等
で
い
L

別

的
取
扱
い
を
す

ιこ
と
は
町
民
め
て
い
る
が
、
そ
の
茶
礎
ド
ド
は
怯
竺
一
の
医
わ
れ
恒
が
あ
る
の
で
あ
向
、
特
定
の
だ
を
仲
間
に
す
る
か
抗
か
を

対
士
稔
会
で
段
｛
疋
す
る
潅
浪
は
な
い
コ
ノ
て
一
て
あ
れ
ば
、
会
社
」
悼
の
一
で
、
持
い
で
き
る
の
は
、
せ
い
ぜ
い
株
主
総
去
を
迎
上
て

A

に
い
経
r
己
わ
れ
を
選
ぶ
こ
と
ま
C
で
あ
る
。
U

行
い
現
い
公
開
四
日
日
y

お
け
が
糊
給
さ
れ
て
い
れ
州
場
〈
い
い
支
配
給
1
L

会
主
に
す
べ
き
わ
、

そ
の
同

定
の
干
段
と

L
て
持
、
土
総
会
7
一前
tw
下
約
指
年
出
先
当
て
を
す
べ
き
か
人
U

か
を
一
夜
間
出
店
、
議
案
に

γ
る
の
は
、
株
式
一
説
認
の
向
山
一
即
刻
向
、

会
川
引
法
心
情
神
に
一
比
す
る
違
法
な
行
為
r
J
あ
る
と
い
わ
さ
る
を
得
な
い
（

株
一
十
に
む
常
戦
略
を
間
前
川
ι

寸f
る
烹
務
は
あ
る
伊

原
決
1
E
H
h
支
配
株
土
に
粁
J

作
戦
一
軒
ま
で
提
示
司
ノ
d

義
務
が
あ
る
己
口
述
べ
て
い
る
が
、
央
市
井
？
あ
る

ル
水
、
ユ

ー

ー

JK

れ
い
仮
に
！
λ
配
株

主
で
あ
っ
と
も
、
社
常
戦
略
を
策
定

1
る
に
足
け
る
梓
常
情
市
を
配
有
し
て
い
な
い
V

L

も
し
、

そ
一
一
ま
で
よ
れ
め
司
令
乃
で
あ
れ
～
ょ
、

一

一

J

！
t

｛

（

i
；
l
h

wru
ハ
鼠
は
買
収
十
台
に
対
し
て
あ
ら
ゆ
る
経
蛍
情
報
を
い
い
え
る
べ
き
で
あ
る
η

情
報
の
非
対
抗
い
性
が
あ
る
中
で
、
株
主

ー
も
し
〈
は
株
、
十
に

ソルドノクソース畠刊ーの以的行、朽

な
ろ
う
と
寸
？
の
去

い
川
町
詑

E
強
い
る
も
の
と
い
わ
き
る
＃
伺
け
な
い

に
対
1

〕
て
経
山
川
戦
前
町
ZF円
札
小
！

F
7
0
こ
ζ
争
中
古
求
4
7
る
の
は

｜刈

支
配
抹
工
は
持
管
認
力
一
か
必
且
ず
か

（
取
締
役
）

t~i 

を
引
似
つ
仁
川
山
叩
阻
さ
せ
る
こ
と
に
日
2

っ
と

貝
反
骨
T

が
経
営
り
ん
口
に
ぷ
め

b
れ

原
れ
へ
？
に
は

仕

4
M
K
営
陣

る
示
貿
易
包
情
え
て
い
る
か
を
問
題
に
吋
ず
る
け
し
か
し
、
買
収
高
は
支
配
株
主
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
コ
＼
経
呂
誌
に
な
ん
ソ
ワ

と
い
っ

C
い
る
の
む
は
な
い
。
i
f＼
配
株
主
に
な
れ
は
、
自
己
の
利
益
の
p

め
に
も
、
企
業
怖
倍
を
い
問
め
b
に
ふ
さ
わ
し
い
経
r
昌
者
一
取

活
町
内
λ

合
妹
、
r
R
総
会
で
法
ぶ
j
お
を
9
る
ど
あ
ろ
う

, 

ん
前
九
円
予
約
也
証
一
償
山
内
川
I
↓
て
の
対
抗
予
段
円
相
当
刊

μ
つ
い
て
の
部
分
の
湾
問
山
口
丙

原
決
f
t
h

は
、
本
件
訴
株
予
約
縫
坦
情
司
当
て
が
、

現株、一

hn

一
欠
院
国
民
付
り
に
応
じ
る
か
否
か
を
判
断
ず
る
た
め
の
必
要
＆
若
鳥
山
引
間

主主
主子
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が
伴
保
戸
一
刊
れ
な
V
つ
九
三
去
に
基
づ
く
や
む
を
え
な
い
併
置
で
あ
る
戸

irを
相
当
性
判
断
の
基
捻
J

一
午
、
い
る
一
し
か
I

J

、
証
券
取
引

涜
は
い
つ
で
も
八
人
問
責
付
け
キ
間
約
す
る
こ
と
を
訂
作
L
よ
心
行
、
株
土
の
考
慮
則
前
は
山
見
付
期
尚
！
こ

L
て
保
障
ー
ニ
L

い
る
コ
♂
」
め
よ

う
な
制
慨
に
問
題
が
あ
る
の
ご
あ
れ
ば
、

証
券
取
引
法
門

LTJrと
L
亡
、
国
人
的
が
」
穴
U
M
を
桂
川

γ
べ
き
こ
と
で
あ
り
（
私
は
こ
の

um
ド

つ
い
と
証
品
取
引
法
い
欠
格
が
あ
る
と
は
聞
い
わ
な
い
デ
、
二

裁
礼
J
h
T
語
感
期
間
引
有
並
…
を
独
自
に
ヨ
却
す
ゐ
ヂ
一
し
ん
は
、

士権山川汀
4
J

忙に

明
ら
か
に
及
。
7
L
刊峰山唱
γ

れ
ぬ
7
あ
る
c

しん↓
H
V
3

て
、
本
件
防
衛
計
八
叫
が
や
む
を
得
な
い
と
す
る
判
刊
の
却
出
は
大
き
な
問
地
点
を
抑

え
て
い
る
口

ま
た
、

原
決
定
は
、

門
戸
町
田
日
付
V
刊
は
公
慌
山
貝
付
り
の
貿
付
何
格
を
同
ぃ
直
宇
土
と
が
で
え
る
か
ら
、
ム
抗
土
門
人
州
間
三
比
買
収
防
衛
品
収
入
i
L

る

キ吾川株

Jr
約
権
M
笥
羽
当
て
い
よ
る
心
中
れ
パ
皿
を
回
避

rる
手
段
が
あ
り
、
ま
た
、
公
開
買
付
け
を
説
回
す
る
こ
い
r
一
同
よ
J

て
も
不
利
益
を

凶
遊
で
き
る
と
い
一
つ
が
、

ハ
二
院
円
只
付
占
！
二
に
の
よ
う
な
こ
と
を
強
制
す
る
怯
限
を
与
え
て
い
を
い

証
券
取
引
法
は
、
え
社
に
、

イ
に
・
ァ

f
L
を
採
し
て
き
て
よ
り
い
向
い
百
格
で
の
公
開
買
付
げ
を
さ
せ
る
等
、
恨
の
ん
法
的
干
段
で
定
質
上
、
撤
回
を
出
る
一
一
し
r
一日
h

明、L
4
C
ヲ
九
州
一

c

そ
の
て
っ
ノ
な
ノ
打
払
υ
は
斗
地
法
で
み
ね
～
Jυ

か
か
る
迫
古
ノ
打
点
J

に

ml二
、
公
開
買
判
げ
を
縦
刊
一
す
る
FU
川μ
J
J

も
る
な
ど
と
一
門
及
す

べ
き
ご
は
な
い

'I 

上

問
決
定
は

抗
告
人
関
係
者
に
一
士
会
経
営
立
配
権
の
は
停
に
討
す
る
対
抗
子
設
に
〉
い
て
は
株
ム
総
会
の
権
限
に
属
寸

る
も
の
と
し
、
株
士
総
会
が
権
限
チ
濫
吊
し
て
い
る
ム
刊
に
当
た
ら
な
い
限
泊
、
告
し
く
ポ
公
止
な
方
法
に
よ
る
も
の
と
は
い
え
屯
い

と
宇
る
。
そ

L
て
、
本
件
は
、
」
れ
＋
丁
総
会
の
弘
澗
以
内
指
田
川
に
叫
あ
丈
ら
ず
、

し
た
が
っ
て
若
し
ど
汽
訂
正
な
刀
法
い
J
る
ら
の
と
は
い

え
な
い

2
ず
る
円

し
か
し
、
こ
れ
ま
ど
に
述
べ
七
と
ハ
ね
り
、
本
件
ど
は
そ
も
一
て
も
林
一
総
会
に
オ
が
刈
抗
手
段
を
じ
慣
下
る
p

池
山
肌
は
な

い
以
ト
権
以
の
濫
用
円
滑
廷
で
は
な
く
違
法
な
権
浪
行
便
（
法
伴
内
証
…
伺
J

C
あ
る
。

h
7
 

7
r
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終
わ
い
十
に

原
れ
へ
？
に
は
、
会
計
一
法
の
明
文
の
規
正
が
な
い
場
合
で
も
、
株
ム
一
／
私
去
の
特
別
決
議
汽
一
え
あ
パ
1
1
日
刊
し
常
陣
も
v

J

く
は
事
数
派
株
干
の

意
に
治
わ
ぬ
一
反
対
者
を
会
社
カ
内
向
い
市

L
て
も
広
い
と
い
う
F

と
を
一
公
然
と
一
認
め
る
も
の
で
あ
る
、

時
で
あ
れ

認
め
ら
九
る
と
い
う
こ
と
ド
も
な
れ
か
ね
な
い
。

幻
影
響
と
之
、
、
こ
の
よ
う
な
人
一
当
な
均
配
手
段
が
認
め
ら
れ
る
と
、
ほ
と
ん
ど
？
べ
亡
旬
日
以
，
l

市
千
以
が
、
半
前
で
あ
れ
訓
市

こ
H
C
は
角
川
川
川
四
か
ち
じ
本
力
会
計
の
悶

M
m
H
へ
内
非
難
が
u
門
ま
る
ど
け
と
な
く
、

減
少
す
る
と
と
が
M
M
A
L
A
一れ

問
思
パ
か
ら
資
本
を
集
め
よ
う
1
P
J
q
る
政
哨

（
会
社
法
、

時
点
の
百
一
作
中
J
j）～
J
p
r
a

じ
本
企
業
し
投
資
し
よ
う
Y

と
す
る
机
凶
資
本
が

初
i
い
て
の
他
の
誇
政
検
）

2
1
」
J
へ
l
U
1
，
z

ベ
ユ
副

2
4
5
nり
d
止

ま
た
、

｝
の
よ
一
つ
な
原
決
定
は
、
欧
米
諸
匿
に
対
し
、

U
本
は
法
理
論
的
に
も
遅
れ
た
［
円
で
あ
る
と
の
疑
念
を
花
か
せ
一
に
し
ま
う
お

そ
れ
が
あ
る
J

日
本
山
か
見
出
円

7に
は
ず
の
ア
メ
リ
カ
で
は
、
企
業
防
市

T
校
は
現
梓
営
者
と
買
収
告
と
円
安

ihwh
余
地
を
与
λ
る
子
政

る
こ
と
に
出
い
を
は
せ
る
べ
き
で
あ
る
）

と
1

字
、
敗
北
町
ぺ
長
際
に
発
問
さ
れ
た
例
は
ほ
と
七
と
な
い
1

d

l

最
近
は
、
ご
の
ホ
ペ
な
防
笥
措
置
を
公
科
し
か
T
ふ
た
す
て
応
ム
二
、
ぃ

ソルドノクソース畠刊ーの以的行、朽

結
局

原
決
定
は

い
わ
ば
目
態
依
肌
問
、
と
1
F
～
日
五
的
経
営
会
一
説
寸

4
1つ
に
お
び
え

で
あ
る
円
悶
以
法
の
「
い
い
と
？
取
れ

（対川、
γ
エ

－
税
制
緩
和
や
定
款

自
治
と
い
っ
た

じ
本
ハ
ノ
ユ
ン
グ

？

1
1
一
〉

3
一一し一

七

P
E語
、
占

H
司
亨
7
2
2
－、
J
J
r

す

の
た
薄
悦
〆
れ
寸
1
7
4
P
一副
u
f
る
と
い
う
～
と
て
は
、

Mm際
化
の
泣
に
景
ハ
リ
遅
丸
、

hdi
あ
る
。

現
状
を
追
川
町
1

三
〕
↓
称
め
ザ
問
題
の
あ
る
決
定

今

j昔
l

ま
た
は
悪
吊
す
る
と
い
み
従
来
引
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帝

王手

東
ム
ム
寸
同
栽
決
定
と
そ
の
批
判

高
裁
決
疋
の
論
旨

本
決
定
は
、

－一買収リ小山
J

先
策
の
発
計
一
封
体
い
つ
い
＼

一
刊
券
取
引
訣
に
も
之
社
法
に
も
羽
文

η
規
定
で
此
斥
さ
れ
ー
一
い
る
も
の
で
は

な
く
、
行
判
的
事
喧
可
が
あ
る
と
き
は
、
是
認
さ
れ
る
と
し
、

の
防
衛
子
段
が
林
一
ー
等
原
則
違
反
ま
七
は
不
公
正
発
j
に日以
4
「
す

る
か
と
っ
か
に
つ
い
て
は

同
月
以
内
伯
の
属
性
も
考
慮
し
つ
つ
、
買
収
の
下
段
と
し
て
の
公
開
国
片
付
け
の
熊
椋
じ
対
比
し
て

口
一
応
策
の

必
要
性
と
相
升
引
を
相
対
的
～
判
断
オ
る
ど
し
、
一
切
－
本
件
二
心
い
て
は
買
収
青
山
口
ぽ
牲
を

一
濫
刑
的
山
貝
収
者
」
と
し
、

守山肘皿山田問問山内け

山
地
口
悌
か
h
i
業
い
首
位
ひ
い
ず
は
株
ム
下
ド
等
の
利
誌
を
十
寸
ー
す
る
も
の

rあ
り
、
川
拍
南
日
取
の
必
要
性
と
相
当
刊
を
是
認

t
る一

本
山
バ
ー
一
疋
的
関
陸
上
川
…

立
川
仇
防
衛
品
川
内
M
Y
到
を
二
ツ
だ
ノ
民
主
事
件
、
は
、

経
ー
支
配
権
の
争
ド
が
あ
る
判
明
介
に
辻
、
そ
れ
に
影
響
を
与
え
る
で
つ
な

新
株
予
約
擦
の
発
行
を
原
則
的
ド
ド
淀
決
と
レ
、

コ
に
該
当
す
れ
ば
適
法
化
さ
い
7

る
こ
1

工
、
い
と
の
に

例
外
的
ド
ド
凶
つ
の
事
巴
の
う
ち

対
1

U

＼
法
律
に
規
定
が
な

v
fト
も
か
か
わ
ら
ず
、
山
、
正
一
世
か
ら
こ
札
を
是
認

L
、
1

7

か
も
そ
の
活
動
車
山
一
を
ム
門
川
目
的
事
情
」

う
上
う
な
、
放
置
の
へ
小
川
川
を
知
的
、
広
く
記
め
ら
れ
る
も
の
と
し

C
お
打
、
公
社
と

L
に
や
む
に
干
上
手
れ
ぬ
指
南
で
あ
る
と
い

7
K
7

な
抑
制
的
立
場
を
政
車
し
、
む

L
ゐ
、
殺
迎
J
3

丈
き
抗
措
あ
心
か
の
よ
、
っ

SJH
坊
へ
し
イ
転
換
を

L
仁
い
f

心
付
現
ι竹
の
経
ノ
己
司
し
ょ
山
社
支
配

の
維
持
全
長
と
し
‘
そ
ハ
ら
の
変
化
を
異
常
、
非
、

と
す
る
君
、
ぇ
方
が
本
社
定
め
根
底
ぷ
あ
る
も
の
と
忠
わ
九
、
ご
の
山
一
に
持
し
て
催

情
巾
才
的
な

f
券
取
引
法
や
会
μ
引
法
の
精
神
を
逸
説
し
た
い
品
川
本
的
立
崎

μ体
‘
受
け
、
仕
れ
部
い
ο

つ
ー

妹
、
一
平
川
寸
川
尻
町
選
反
ま
た
は
不
公
立
九
月
行
該
当
性
三
J

い
て
、

国
民
以
汗
の
属
性
を
も
考
慮
す
る
と
し
て
い
る
が
、
そ
れ
こ
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そ
が
と
れ
b
の
判
断
に
通
低

1
る
も
の
と
い
て
、
人
矢
く
影
響
主
、
い
る
安
十
守
ー
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
干
っ
と
こ
〆
了
L
A
一
続
々
に
考
慮

要
求
に
人
札
る
べ
き
で
も

な
件
決
疋
口
、
買
ほ
う
二
の
属
性
会
「
議
ト
U

的
買
収
ザ
ハ
」
と
認
定
Jd

て
い
ゐ

主
人
J

認
に
寸
べ
き
で
も
な
ド

日
川
川
、
権
利
の
溢
泊
的
行
使
を
認
定
す
る
の
は
と
も
か
く
、
買
収
お
の
属
注
と
し
て
指
南
市
的
で
あ
る
と
り
恥
｛
疋
す
る
F

と
は
、
存
在
そ
の
も

の
を
器
刷
で
あ
山
と
認
定
し
に
い
る
こ
し
f
一
に
な
れ
、
号
一
の
い
礁
な
一
と
は
十
分
な
吟
味
の

i
t
な
1
べ
さ
で
あ
り
、
本
件
で
一
～
札
い
が
な
さ

ハ
て
い
る
と
は
到
底
思

χ
な
い

て
」
ね
よ
フ
な
F

と
は
、
裁
判
心
川
が
暴
力
団
と
か
方
ル
｝
教
凶
と
か
い
J

一
七
レ
ァ

T
ル
f
u
m？
の
よ
う
な

汁刊の

cあ
り
「
反
什
会
的
集
凶
」
と
い
う
認
定
は
よ
ほ
ど
怯
市
に
主
夫
れ
る
べ
き
で
あ
る
二
ま
ず
は
、
ど
の
よ
う
な
潅
引
を
漁
川

L

ナ，
／」

刀3

へ
あ
る
い
は
違
法
行
為
を
行
J

た
か
｝
を
じ
パ
体
的
μ
誌
定
オ
ベ
J

さ
で
あ
ろ
う
し
、
そ
の
」
つ
な
込
私
雨
明
を
過
去
・
副
主
に
お
い

て
な
し
た
こ
レ
々
を
じ
パ
体
的
い
い
く
つ
も
川
川
ハ
J

す
べ
き
し
あ
ろ
う
こ

不
作
PC
恨
拠
し
こ
叉
れ
た
半
生
六
は
、

す
べ
て
造
法
で
は
な
い
し
、

く
小
当
と
い
え
な
い
も
の
ヘ
は
か
り
む
あ
る

3 

公
隣
国
同
刊
け
の
態
秘
が
企
業
日
他
ひ
い
て
は
林
！
v

共
同
の
判
長
を
当
4
る
と
認
定
し
て
い
る
点
も
、
納
得
の
い
く
ね
明
と
は
い

ソルドノクソース畠刊ーの以的行、朽

、

九
uo

い
1
t
Jか寸
u
p
、

久

J
、
｛
た
ば
こ
F

て
会
社
は
株
一

と
14
一
、
価
佑
じ
触
れ
る
脈
絡
で
、
ノ
お
よ
い
ほ
詳
の
も
の
か
と
い
う
議
論
争
v

二
い
る
子
、

の
も
の
で
あ
る
か
の
よ
う
な
払
川
L
目
安
展
開
1

〕
て
い
る
が
、

持…
j
j
m
A
州
は
こ
も
か
く
、

の
も
の
で
は
な
く

ス
フ
イ
ク
ボ
ル
ダ
J

論
と
し
て
は
、
会
計
は
正
日
い
、
た
る
制
作
十
ょ
う
て
惇
戒
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
株
一
が
権
歪
で
あ
る
こ
て
は
、
ム
ー
が
法
全
体
の
構
成
か

」
リ
い
っ
こ
ら
川
河
出
主
こ
と
で
あ
る
J

も
ち
ろ
ん
〆
品
川
住
が
社
会
的
存
在
で
あ
る
以
上
、

ス
フ
ノ
ペ
カ
ノ
ヰ
ル
ダ
！
の
利
訴
を
話
回
目
P
Y
？
の
一
｝
と
は
、

当
然
に
な
さ
れ
て
上
い
し
、
現
ー
で
は
L

守
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、

そ
れ
は
淀
と

L
ご
付
置
づ
け
ら
れ
る
べ
主
で
あ
河
、
王
詳
し
転
倒

も
は
＆
は
だ

L
い
議
論
争
一
法
律
令
一
扱
う
お
が
す
る
と
い
う
の
は
、
〈
ヱ
く
も
っ
て
解
せ
な
い
。
こ
こ
ご
政
判
凶
は
、
司
法
こ
は
な
く
、
山
一

法
を
行
ヲ
ご
い
る
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
い

い
ず
九
ド
止
よ

公
同
阿
賀
引
い
け
の
態
様
に
つ
い
て
、
い
て
の
T

ハ
を
d
h

つ
亡
送
法
、
ど
か
京
中
」

一L
ご
L
る
の
が
、
買
収
者
～
ト
ト
り
会
社

れ
ミ
お
ぞ
れ
が
あ
る
と
宇
ム
断
て
し
一
て
け
る
が
、

y
’72
勺
J

K

J

特
、
ス
一
ナ
ィ
l
ル 著

T宇
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じ
だ
す
る
子
阿
1
0

一
協
込
に
満
レ
り
た
独
断
川
尺
よ
め
る

'I 

rA

決
巳
H
M
、
株
主
与
の
原
則
ど
は
そ
も
そ
も
何
ご
あ
る
の
か
に
つ
い
て
仇
京
の
苓
、
1
方
か
ら
i
八
九
く
忍
脱

L
て
い
る
一

則
は
仏
門

γ
的
知
へ
パ
カ
ら
出
た
も
の
で
あ
お

ー
た
に
認
め
ら
れ
一
1
い
る
が
、
同
原
則
の
内
容
の
桔
殺
化
ム
デ
計
一
ヴ
丹
、
問
え
ば
も
み
河

1い

本
沼
教
授
は
、
株
主
土
出
者
論
を

H
祖
犯
し

f
一
し
て
、
株
主
の
一
川
岸
一
権
ん
と
し
C
乃
持
分
権
を
深
設
す
る
た
め
い
持
株
設
い
川
比
例
し
そ
殺
体
一
右

F
等
取
り
扱
い
い
M
d

山
友
弘
与
れ
る
の
に
け
汀
し
て
、
件
、
ょ
の
給
料
ぶ
だ
け
権
は

民
、
一
ド
誌
の
混
入
品
を
基
礎
に
、
i

回
数
ド
ヤ
守
一
閉
山
引
が
原
則

と
さ
九
る
が

苦
人
別
均
な
取
り
扱
い
が

ま
た
こ
れ
と
は
叫
に

団
体
の
法
律
刈
係
を
伸
す

切
計
ぷ
九
な
い
も
の
と
は
な
い
と
お
九

る
ハ
以
前
！
な
寺
戸
じ
」
キ
ベ
拭
誠
γ

九
の
庫
駅
か
ら

ル
ぶ
杜
「
い
ヂ
＼
て
の
株
十
f
J
f
d
判
株
数
に
原
料
す
く
八
戸
ー
に
北
り
扱
う
べ
支
で
あ
る
が

」
れ
は

株
主
の
持
分
権
を
確
保
司
と
た
め
の
ド
等
原
則
と
は
趣
旨
壬
町
に
し
、

会
社
は
は
司
沢
」
店
十
二
よ
拝

A
的
山
な
取
扱
い
や
一
な
」
q

こ
ト
と
が
で
き

る
と
さ
れ
る

一へんふと

守
一
れ
を
本
件
に
当
て
は
め
る
j

次
株
，
u
j

前
松
山
並
…
ぃ
V
L父
山
刊
己
、
ま
さ
に
敢
析
な
し
γ斗
淑
扱
い
が
市
民
求
さ

れ
る
と
い
、
）
一
｝
｝
と
に
な
ろ
、
っ
。

株
、
土
平
等
原
則
を
株
式
数
に
応
じ
と
干
苛
と
頭
設
に

ωじ
た
「
守
山

つ
に
八
バ
け
工
考
え

も二
J

：〉

山
吋
ー
レ
ゼ
J
ミ
L

る
の
v

i

f

l

胤
に
な
っ
て
い
わ
り

株
式
数
じ
応
J

た
か
与
の
い
埼
ム
ロ

厳
格

J
h
尋
取
扱
い
が
要
求
さ
れ
フ
ラ
一
と
じ
な
ら

」山口
F
H

践
で
も

叶川ハ
l
t
l

伊一「，－
V
J
l喰

1

4

4

：

1

：
 

ふ
の
例
外
は
ま
さ
い
ド
法
悼
の
明
文
の
規
定
が
な
け
れ
ゴ
許
与
れ
な
い
ど
前

取
山
町
な
収
吸
い
が
喪
主
さ
れ
る
い
崎
ム
ロ

す
る
べ
き
て
あ
ρ

一rm
J
、
急
避
繰
の
一
で
つ
な
場
ん
け
は
別
ど

あ
れ
ば
、
た
別
的
な
収
扱
い
に
γ
計
手
れ

本
決
定
は
ん
け
山
一
的
な

！

ゐ

ヘ

る
〉
一
心
、
つ
七
「ん

（
独
｝
一
の
解
釈
ハ
酬
を
民
間
f
7

る
ら
の
と
し
亡

百
認
し
が
た
い

叫判
μ
っ
か
に
主
配
的
九
J

V
与
え
方
に
背
く
も
の
と

L
C

本
件
C
は
、
叫
叫
ん
校
予
約
悔
は
ト
ム
ー
で
と

L
ご
の
地
位
い
基
づ
い
て
与
え
ら
れ
出
%
の
で
あ
り
、
ま
丈
U
H
U
H

－
と
行
使
は
別
物
で
し
め
る
と
い
、
っ

議
論
も

わ
伐
と
一
体
と
な
っ
て
新
保
子
約
砲
は
正
味
が
あ
る
の
と
あ
れ

行
使
え
久
井
一
川
川
的
に
山
川
救
う
こ
と
は
や
J

ほ
れ
綜
ム
下
↑
一
一
ナ
原
則

げい
u
忠
良

1vるレ
ι
い
わ
一
ざ
る
を
坪
い
な
い
り

、す

同＝－

tjbhndリ

Y
2コf
J

ー一、

2
1
t
4
1
モ
hi

現
行
法
の
ト
と
は
、
持
株
比
半
よ
り
は
株
式
の
絞
済
的
罰
的
引
の
平
等
の
要
誌
が
後
先

F
れ
一
、
い
る
と
い
、
7
L、
株 原
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式
の
内
拝
ー
も
差
異
が
あ
る
の
を
前
H
M
J
y
r

て
い
る
と
も

γっ
f

本
決
定
も
を
わ
を
祥
叩
お
い
ご
ド
る
」
F
い
が
あ
る
）

一
四
蓄
は
川
川
J
γ
J
の
っ
て

そ
う
い
、
つ
の
か
、

渋
川
世
が
明
ら
か
で
な
く
、

新
株
即
日
行
で
い
h
れ
た
三
ミ
キ
こ
ご
で
川
M
U
E
に
半
て
は
め
て
ド
る
の
で
は
な
い
か

従
来
、

と
い
う
疑
問
が
ZAく
し
、
任
者
い
つ
い
に
も
、
折
刊
間
以
制
作
な
こ
は
ほ
仲
か
に
さ
み
一
J
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
同
仁
抽
判
的
引
の
品
川
式
の
何
で
は
、

平
等
に
取
h
絞
っ
こ
と
は
存
定
で
き
け
な
い
カ
ら
、
到
底
、
説
得
々
の
あ
る
議
論
と
は
思
え
な
い
ヲ

日

口
上
、
問
、
十
平
等
原
則
骨
小
心
ド
論
じ
て
き
た

（
プ
ど
カ
述
－
況
が
べ
認
定
与
九
九
流
、
そ
の
他
の
議
論
争
一
待
つ
ま
で
も
長
／
＼
域
池

朽
の
印
！
υ
ご
は
州
出
出
が
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い

が
、
式
公
正
発
行
じ
珂
達
し
て

活
応
子
段
の

に
つ
い
て
い
え
ば

r

り
新
株
予
約
権
基
…
峠
け
一
割
当
て
が
わ
む
を
得
～
な
い
も
の
ど
あ
り
、

J

、4

〉

f
l
」
μ
γ
J

灯、、

に
J
い
て
株
主
総
会
特
引
決
議
と
い
う
方
法
戸
じ
J
b
っ一

て
手
段
か
講
じ
ろ
れ
、

九山一J
伝
権
者
側
に
は
妊
治
的
伝
涯
が
与
式
首
ハ
れ
て
い
る
と
い
っ

つ
の
即
日
を
J
b
っ
て
、
口
走
認

L
て
い
る
占
に
印
刷

↑し戸、、コ
pv
－－
3

一三

j
寸
i
4
3
L
J
7
L

－れしソ～
1
J

、白♂
i

、ず
m

、

F

＼
｝

v
t
h
r
j

、
や
む
を
得
な
い
と
い
与
は
と
の
危
民
性
が
会
社
な
い
し
株
i
1
L

共
同
の
利
蕊
に
迫
っ
て
い
た
の
か
大
い
｝
～
疑
問
で
あ

ソルドノクソース畠刊ーの以的行、朽

る
コ
古
付
で
は
、

そ
れ
パ
ー
げ
の
切
退
位
の
汗
在
に
つ
い
て

事
前
の
防
判
措
置
む
は
な
／
＼

ま
さ
じ
そ
の
何
時
に
全
一
つ
て
の
計
指
で
あ
向
、

十
分
な
説
得
り
あ
る
貝
体
的
問
出
が
な
決
烹
は
小
辻
て

ν
な
い

七
M
l
出
に
、
ー
企
業
価
値
」
が
減
じ
る
お
そ
れ
が
あ
ゐ
／
い
λ

根
拠

ω
な
い
浅
間
た

ι山
内
一
ぬ
の
み
で
あ
る

－
丸
山
に
つ
い
と
い
え
は
、
ま
ず
、
科
宇
総
災
特
別
同
一
誠
が
成
A

げ
し
C
も
、
そ
れ
を
ム
コ
に
送
法
（
株
ム
ム
平
仏
J

原
則
還
さ

rj会
ワ
メ
也

f
p
d
j
乙
町
一
、
見

法
な
ら
の
に
変
わ
る
わ
け
で
は
な
い
。
次
に
、
株
1
L

総
会
さ
も
、
片
側
兵
社
C
あ
る
混
h
1
9砕
を
校
ド
ヱ
い
す
れ
川
均
、
と
い
う
一
～
、
と
は
基
本

的
じ
で
何
冊
が
決
め
る
こ
と
C
あ
る
こ
と
を
看
逃
し
て
い
る
（
こ
内
庁
は
追
抗
意
見
音
H

で
娘
、
々
述
ミ
た
コ

や
訴
枚
予
約
指
の

Mm

門
部
I
↓
て
を
持
、
行
山
さ
九
る
か
も
し
れ
な
い
ヂ

い
わ
ぽ
特
定
の
株
主
を
紛
の
す
出
す
こ
と
ま
じ
9

も
法
作
は
吋
認
め
ど
い
な
い
口
州
問
、
ユ
ゴ
、

現
金
汁
併
に
お
い
て
、

す
べ
て
の
守
が
あ
る
い
は
そ
の
持
株
教
に
凶
に
で
、

締
め
川
さ
れ
る
結
果

v
な
る
ご
と
を
日
津

既
存
林
、
十
は
、
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が
町
別
｛
疋

ν

、
い
る
場
合
に
限
ッ
て
認
め
、
い
い
ゐ
の
み
ご
あ
る
一
三
お
士

y
h
割
当
て
は
、
株
＋
ポ
等
の
間
以
則
－
一
昨
団
関
係
な
く
、
ま
た
、
著
し

，
、
小
山
－
な
も
の
は
、
と
と
え
株
主
総
会
の
特
別
決
誌
が
あ
っ
て
も
～
討
さ
れ
な
い

（
ぷ
芹
と
の
対
象
に
な
る

－
%
に
つ
い
に
は
、
向
性
向
的
深
陣
昔
、
え
あ
れ
は
、
特
定
円
株
！
干
を
桁
め
山

r
tと
が
汗
さ
れ
る
の
か
し
乙
い
う
問
題
で
あ
り
F

、

の
議
論
と
も
重
右
F
Q

土
乃
内
ー
、
つ
い
て
は
、
井
川
、
1
L
権
の
性
白
人
ド
司
し
、
斗
例
－
v珂
川
市
た
る
ら
い
」
ベ
社
員
池
前
に
rkえ
ば
、

村
、
世
認
し
乙
共

F

借
権
は
一
体
不
y
J
一
げ
の
も
の
と
し
て
抑
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
看
過
し
て
い
る
こ
と
、
共
v血
揮
の
低
笹
川
r
t
伺
戸
れ
て
い
る
こ
と
を
ま

ず
指
宿
C
き
ょ
う
ー
ま
七
、
校
式
買
取
訪
中
小
池
は
占
く
か
ら
あ
る
が
、
そ
れ
自
体
妥
協
の
産
物
、
多
数
決
修
正
～
y

と
し
て
牛
ま
れ
て
き

た
1
1
ム
バ
祉
法
で
必
め
ら
れ
た
現
金
介
訴
は
ま
さ
～
法
津
F
誌
め
た
例
外

yh？
？
そ
っ
こ
で

株
式
山
貝
取
請
求
経
と
同
保

入
山
う
i

j

一
恒
例
仲

M

C

れ
J

い
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
や
一
倣
の
事
柄
に
語
推
し
て
（
一
八
即
的
事
情
」
と
い
う
よ
う
な
条
件
ま
付
け
る
に
し
て
も
v

日
出
め
る
べ
き

pt、w
u
k
f
か

っ

！

ι
v
J
L
 

第
阿
古
平

民
高
裁
決
定
と
そ
の
批
判

戸
以
高
裁
決
に
（
以
下
、
「
決
｛
也
」

ζ

呼
ぶ
）
に
郎
〕

ち
、
以

I
、
私
克
を
提
小
宇
る
こ
こ
一
一
す
る

怯
H
t
十
、
が
で
版
刷
追
反
が
あ
る
か

新
株
予
約
也
無
償
花
1
1

て
へ
の
政
王
乎
付
寸
の
原
則
の
間
接
適
市

「
決
疋
一
は
、
位
以
出
用
は
な
い
い
か
、
公
社
法
二
じ
八
条
一

現
と
ち
杓
住
ん
っ
て
、
ん
枚
ー
一
寸
等
原
到
の
品
川
L
H
は
投
ぶ
と
い
う
。

L
か
し

不
件
け
枝
川
マ
～
J
J
杓
需
の
む
…
償
配
当
て
は

4
f
L
－－
J

L

U

J

h

ノ
円
、
ト
hJ
ヲ

、

3

l

一
十
一
一

3

3

u

o
る
ウ
f

吋
ぃ
上
九
ハ
＋
同
県
ド

つ
ま
り
ル
ド
上
山
地
作

仏外

τ
に
ド
等
原
則
の
佐
川
校
選
用
が
あ
る
と
す
べ
き
と
あ
る
。

つ
ー

本
件
杭
株
下
約
社
丑
…
浦
一
剖
割
当
て
1
Y

一
株
土
干
ヰ
J

菅
山
正
の
趣
J

円

役
半
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「
決
疋
」
は
、

ぷ
作
新
株
予
約
擦
な
償
却
当
て
は
、
平
一
ん
別
的
λ
f
o
J汀卜
2
z
h什
お
ぶ
び
取
得
条
項
が
疋
め
ら
れ
て
ド
る
た
め
、
抗
日
下
人
間

係
者
は
、

ぞ
の
昨
一
株
比
中
が
大
阿
に
低
卜
す
る
と
い
う
不
利
益
ヰ
一
三
け
る
と
い
う

し
か
し
、
持
域
化
半
が
議
決
潅
j
抗
し
f
一
直
結
、
議
決
権
は
持
王
権
内
、
っ
ち
北
八
十
守
也
の
子
要
L
A
J、
，
の
で
あ
り
、
仲
代
！
？
の
持

ι一正ん
A

m

氏
、
デ
そ
の
V
省
内
十
〈
利
荷
い
人
叫
ん
匂
と
い
へ
芭
味

cあ
る
な
い
り
P
V

川
、
そ
の
通
り

C
あ
る
。
し
か
し
、
本
州
安
が
本
当
い
議
決
権
力
一
市
安
内

を
認
一
蹴
し
て
の
も
の
か

本
浪
｛
定
均
一
同
述
ふ
ー
か
ら
見
る
と
縫
わ

L
い
と
も
い
え
る

, 

v休
主
↑
寺
町
刻
内
点
い
吋
位

, iノ

は
、
特
定
林
、
一
ト
よ
る
松
蛍
え
配
北
の
取
得
ド
糾
什
い
い
、
会
社
の
存
立
、
発
援
が
山
中
口
さ
れ
る
お
そ
れ
が
牛
じ

zh
な
土
、

ム
古
川
刊
の
企
業
日
値
が
投
保
さ
れ
、
会
計
的
利
一
一
ひ
い
一
、
は
は
株
干
共
は
の
利
誌
が
山

34
れ
る
こ
と
に
ん
か
る
よ
っ
な
持
奇
い
は
、

で
〉
F
1
3
L
l

r

〈
ド
l

の
た
め
に
当
該
株
、
士
を
井
目
的
！
ト
取
り
扱
っ
た
と
し
に
も
、
当
苛
間
以
叔
い
が
衡
平
山
埋
／
心
に
反
し
、
相
当
併
を
欠
く
も
の
で
な
い
限
り
、

れ
を
育
ち
に
同
疋
別
の
趣
旨
に
反

T
る
も
の
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
｝
沼
さ
ら
に
、

決
定
」
は
、
特
定
の
株
主
！
h
i
o
る

ソルドノクソース畠刊ーの以的行、朽

経
営
又
削
権
の
取
得
に
伴
い

人
L
芋
、
姉
値
が
山
政
ね
さ
れ
、
会
併
の
川
刊
日
必
び
い
て
は
株
共
河
内
科
／
廿
が
右
さ
九
る
こ
と
に
な
る
か
ア
む
か

ト
一
コ
ペ
日
、
ふ
l

品、

L
d
i
：
l
t
 

最
終
的
じ
は
、
会
が
の
利
与
の
J

帰
属
ム
休
で
あ
る
株
主
山
身
じ
よ
り
判
断
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
、
株
士
総
会
決
説

に
重
大
な
照
均
一
が
奇

L
4
い
限
り
、
、
一
J

該
判
断
が
尊
重
さ
れ
る
べ
さ
で
あ
る
と
す
る
2

そ
1

J

L

な
刊
で
は
E
大

2
深
夜
は
認
め
、
つ
れ
な

し
し
〈
ぃ
、
7
0

、
L
3
L
 ＼ip
二、
J

3

：o

r

；1
1

し
；
し
1

、
も
り
ふ
で
も
会
社
は
い
わ
ゆ
る

「
功
街
指
南

を
講
じ
み
て
と
が
て
き
る
の
か
。
会
什
法
L
し

こ
れ
を
計
十
が
い
す
る
内
容
の
桜
d

疋
は

A 
と
こ
P

い
す
も
存
在
し
な
い
ー
惟
か

jh
会
社
法
地
行
規
則

k
u
t
A
は
い
わ
中
る
「
端
本
む
針
」
士
疋
め
て
い
る
嶋
台
、
そ
内
長
木
方
針

の
仙
い
究
ゎ

基
本
方
針
に
回
ペ

L
亡
不
渡
切
な
高
に
よ
J

て
当
設
株
J
炉
、
会
社
の
別
訪
及
び
半
世
雫
の
方
針
の
伏
～
て
か
え
配
ν
さ
れ
る
と
ど
を
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防
止
す
る
た
め
の
収
温
み
」

Jγ
事
業
4
h
z
の
附
祥
a

「
J

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
占
た
め
で

t
Qご

7
F

工i
一
の
条
文
は
会
叫
土
庁
山
の
根
旧
日
を

欠
く
の
で
は
な
い
か

玲
！
一
に
、
会
一
軒
法
囚

L
1
b
h
百
一
点
J

に
は

事
業
椋
告
の
刊
行
刊
に
つ
い

L

法
読
省
令
で
戸
一
一
め
る
と
あ
る
が
、
事
長

報
告
の
内
需
は
、

γ

主
と
し
て

八
条
一
釘
て
九
五
引
の
伏
況
に
閣
J
3
7匂

型

店

ru事
項
、
亡
し
こ
公
開
会
社
い
つ
い
ご
u
I
U
什
的
判
明
況
の

h

川
容
に
唱
す
る

一
七
条
C
ー
わ
さ
わ
芦
視
疋
工
、
い
る
三
と
利
休
が
山
総
E
あ
り
、

か
つ
会
村
法
η
中
と
何
ら
粒

C
条
で
あ
り

ハ
て
い
な
い
事
却
で
あ
る
。
こ
れ
は
会
社
法
に
規
定
し
て
い
な
い
事
町
一
を
記
載
さ
せ
る
て
と
を
要
求
し
て
お
り
、
古
法
に
よ
る
金
一
汁
争

者
一
土
川
1
1一平氏ミ一、ふ
i

F
i
t
－

htEか
し
ょ
ノ
F
f
し

こ
れ
は
主
さ
に
省
令
に
よ
る
！
斗
法
で
あ
り
、
同
一
弘
行
必
で
あ
れ
造
法
ど
あ
る
川

B 

も
ち
ろ
ん
、
忍
立
な
林
、
十
が
割
れ
て
会
社
を
つ
ぶ
し
、
継
の
株
ド
ヱ
に
不
利
子
作
一
与
ζ

る
お
で
れ
が
印
ず

H
μ
予
測
ν
さ
れ
る
よ
う
な

場
ふ
い
は

忙し
V
」
川
市
ま
七
は
緊
忽
世
誕

1
fユ
二
紡
衛
研
量
」
を
講
1
一
と
ご
と
は
で
d

人
主
う

c 
ufiμ

阿
ぃ
試
は
株
1

エ
千
寺
山
口
小
阪
を
街
干
の
京
肢
に
誌
づ
く
と
し
、
公
社
「
な
や
九
株
！
一
共
同
の
M
刊
誌
が
い
弄
さ
れ
る
川
崎
～
！
戸
山
h

例
外
と
し
工
ド
寺
開
小
川
町
に
反
す
る
よ
う
な
防
街
描
出

一
相
当
な
も
の
と
い
う
限

T一
が
加
え
ら
れ
て
い

rf
を
い
控
除
と
す
る

c
L
か
L
、

料
、
等
原
則
は
そ
ん
な
じ
諒
単
じ
例
外
を
認
め
う
る
ふ
ム
I
A

法
！
の
原
則
な
の
U
J

社
ム
士
山
等
原
則
は
、
資
氏
多
数
渋
り
原
則
三
百
］
官

体
の
肝
一
則
と
午
、
、
夜
十
土
主
的
市
場
原
思
ζ

泊
ム
U
1

〕、

か
コ
一
株
の
棟
、
」

f

資
本
捷
供
三

に
も
多
数
抹
＋
一
／
一
泊
に
川
じ
て
で
は

あ
る

V
n止
干
の
怯
利
を
与
え
る
と
い
へ
意
味
で
、
少
数
株
ヰ
を
保
護
寸
る
機
能
を
ム
H
1
1

，
こ
引
に

nっ
て
よ
栄
か
ム
資
な
詩
剥
注
す
ゐ

宇
一
と
を
一
円
能
h
r
る
も
の
で
あ
り
、

そ
の
結
果
、

杯
史
上
、
主
判
決
上
、
最
人
浪
尊
重
す
ヘ
＼
き
た
即
刻
と
な
っ
に
い
た
の
で
あ
る

L

一旬、
k
d
ソ

C

1

7
一

戸
一
の
即
刻
の
例
れ
ー
を
認
め
る
と
き
は
、

明
丈
の
規
子
ど
討
っ
て
し
て
の
み
？
れ
を
－
d
め
と
き
た
の
が
、
従
来
の
取
扱
い
で

ip

爪りつよた。

9

↓
手
‘
一

r
J
J人

本
閉
山
川
刑
じ
対
し
て
は
よ

υノ
厳
お
な
一
認
一
一
酬
が
も
わ
れ

分
化
あ
る
い
は
＝
分
化
す

一
｝
れ
を

日
本
の
最
近
乃
品
説
い
お
い
て

る
説
が
別
れ
C
い
る
剤
、

保
有
株
式
数
～
ー
ル

t
て
守
、
子
、
れ
之
栓
れ
リ
つ
？
て
い
、

株
上
川
J
生
J
東
町
は
um
捕
に
述

z
k
hし
た
ノ
：
ノ
ペ
け
た
仁
J
り、

J
i
f－－
J

：
 

J乙

σコ
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間
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ゐ

4
F
る
ど
で
は

ル
ベ
し
て
い
ア
ベ
v

J
て
れ
に
ハ
V
d
、
人
ー
決
占
た
は
い
以
然
！
／
一
同
原
則
が
「
海
平
の
阻
一
念
E

に
基
づ
く
も

〉
4

、L
j
J
7心

七

六

行

υ
勺

jdw

ヴ一にこ

vh門
会
長
の
利
長
な
い
1

〕
は
称
、
一
共
毘
の
れ
rtjt
宣
す
る
ぞ

7
T場
へ
け
に
は
、
－
一
川
原
則
ネ
渋
ヮ
て
も
戸
小
い
y
↑寸

る、
r伝
来
の
通
説
・
判
例
か
」
引
す
れ
ば
仁
ち
ゃ
く
ん
ペ
な
沼
崎
2

加
を
民
間
d

て
い
る
υ

本
決
定
は
、

M

川
原
則
合
軽
〈
扱
っ
こ
い
る
一
｝
レ
ヘ

つ
ま
り
法
的
に
ら
む
治
的
い
ち
ょ
旦
要
士
出
刻
で
あ
，
Q
P

～
と
を
認
両
v

な
い
点
C
軍
大
な
訟
し
り
を
犯
し
と
い
る
と
い
わ
き
る
を
得
4
い

－3
μ
つ
い
て

A 

本
決
疋
は
均
一
打
（
だ
の
枚
1

て
い
よ
る
経
営
支
配
権
内
取
得
に
伴
い
、

へt
v哨
価
怖
が
波
山
制
さ
れ
、
会
社
内
利
掃
ひ
い
て
は
依
主
実
同

の
苧
飼
い
拝
さ
れ
る
こ
一
円
在
乙
か
台
か
γ
つ
い
て
は
、

門
店
終
的
γ
は
会
社
の
私
益
の
吋
属
主
体
c
v
h
る
林
、
一
竹
内
吋
に
よ
り
判
断
さ

れ
ミ
ベ
」
三
〉
め
る
と
し
株
千
総
会
決
議
に
重
大
な
取
祉
が
守
し
な
い
以
り
戸
本
件
で
は
存
七
し
な
い
一
、
当
該
判
的
が
尊
重
さ
れ
4

べ
き
で
あ
る
と
『
る

太
子
伏
定
は
、

株
主
総
会
は
誌
が
株
干
で
あ
る
べ

S
か
を
決
定
で
さ
る
こ
と
を
前
提
〉
し
て
い
る
C

、
ー
、

L
刀
i
L

株
式
会
村
に
お
い
て
株

ソルドノクソース畠刊ーの以的行、朽

三
が
誰
で
品
る
べ
き
か
ど
う
か
は
、

一
講
師
淀
の
乙
山
叶
さ
で
去
り
、
公
悶
人
主
主
」
で
ほ
、
十
口
渇
が
決
め
心

し
わ
タ
る
謀
技
制
限
会
酔
を
除
A
A＼

株
一
稔
会
に
は
ム
？
の
仙
川
限
は
ご
い
z

も
ち
ろ
2
ハ

第

斧

部
2

「
で
の
場
〈
け
に
は
、

析
し
い
株
、
を
決
め
る
の
は
取

ζ

＼
つ
こ
と
に
な
る

様
何
日
ム
ー
ま
た
は
株
、
二
柑
ム
主
で
あ
る
ご

J

か
一
、
そ
れ
は
資
令
間
ι止
の
勾
ム
口
で
あ
コ
＼
そ
、
パ
は
例
外
的
判
明
ム
門
ど
れ
い
え
ら
れ
る
コ

B 

ま
た
、
税
γ

山総会

ι
r茶
川
佳
子
災
社
の
利
純
な
い

L
持
王
共
同
の
刊
誌
が
き
き
れ
る
か
と
う
が
の
叶
寸
断
能
力
げ
叫
ん
あ
る
の
カ
ど

、：
3

a

〉
毛
H
J
λ

う
J

、つ
i
j

ト

J

E

J

互
先
月

F

ん
d
r
i
y
、

れ
」
つ
の
叶
寸
却
は
重
γ

八
か
つ
羽
目
な
設
相
な
い
し
h

利
益
で
奇
い
以
h

取
締
役
，
一
孟
査
没
4
ど
の

会
村
役
員
？
も
ま
し
て
や
味
、
一
れ
会

c日
析
で
主
る
も
の
ご
は
な
い
口
事
川
以
下
吋
い
裁
判
↑
川
ぶ
よ
ヲ
て
判
清
と
き
る
仁
川
川
ま
の
、
つ
n

さ
ら
に
、
そ
も
そ
も
校
十
総
会
に
冷
荷
情
出
内

ヲ
の
仏
噌
浪
が
あ
む
の
だ
ろ
う
h
r
n

店
ん
一
一
町
一
折
霞
も
ら
い
ろ
い
ん
一
な
も

c 
の
が
あ
る
と
あ
う
｝
し
か
し
、
で
れ
ら
は
要
す
る
～
故
対
的
買
収
告
が
会
社
の
持
株
割
へ
の
過
半
数
を
取
作
寸
る
こ
と
に
ト
？
J

て
会
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い
七
三
叉
配
す
る
こ
と
を
防
f
r
J
？
る
一
と
を
目
的
こ
「
る
も
の
で
あ
る
ご
会
社
法
が
又
限
枠
十
日
J

変
わ
る
こ
こ
を
訟
め
ご
い
る
の
は
、
資

へ
帝
前
述
の
た
め
の
い
わ
ゆ
る
新
株
緊
ノ
汀
ど
い
う
場
合
の
み
ご
あ
る

そ
の
場
合
で
も
、
資
い
立
嗣
芝
川
目
的
で
は
な
く
経
営
陣
の
地
位
を
マ

る
二
と
が
主
い
は
的
で
あ
る
と
き
は
、
丈
し
f
ご
ヲ
九
品
仇
ハ
士
総
会
内
特
別
抗
議
h
J
あ
っ
た
と
上
て
も
、
ア
ケ
ヘ
ム
止
発
行
と
し
に
違
法
て
あ
い
円
、
討
さ

れ
な
れ

O
L
f
が
っ
て
、
会
判
支
配
p
げ
唱
を
維
持
す
る
た
的
の

mJK措
置
は
と
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ム
仏
よ
ム
総
会
内
権
謀
山
予
項
と
な
り
得
な

い
。
要
ヲ
る
に
、

識
が
対
ヱ

7
あ
る
べ
き
か
に
つ
い

L
は
、
ム

fhい
が
買
収
者
に
よ
っ
て
回
f

根
し
が
た
い
損
害
を
叫
ド
ゐ
日
芝
、
れ
が
あ
る
こ

と
が
現

H
に
予
川
則
さ
れ
る
よ
う
な
場
人
い
は
別
と
し
て
、
片
竹
下
回
の
自
由
な
取
引
（
組
対
取
引
毛
市
場
取
引
4

公
開
山
貝
叶
け
J

二
二
コ
一
九

i
J
－【

山
口
扶
…
～
決
ま
る
も
の
で
あ
三
九
、
そ
れ
に

υ
附
す
る
よ
う
な
行
為
辺
、
株
式
謀
波
山
い
L

問
の
原
町
に
違
反
ず
る
L
Y
一
い
う
べ
き
で
あ
る

本
件
新
株
下
仙
川
住
無
償
割
吋
ゴ
、
J
一
筒
平
作
姻
ド
」
制
打

は
山
山
一
七
」
は

本
件
新
株
Jγ
約
権
の
一
汁
校
条
件
い
れ
J
び
取
得
条
攻
！
一
よ
～
一
て

抗
告
人
関
係
告
は

そ
の
持
株
比
京
T
が
大
幅
に
岱
卜

す
之
、
か
、
総
会
の
議
論
士
符
ご
い
札
山
人
関
係
者
以
外
の
ほ
と
ん
ど
の
既
存
株
、
士
が
し
荒
認
し
、
き
ら
｝
円
山
札
止
門
人
関
係
者
は
、
新
株
予
約
他

の
取
得
が
実
行
さ
れ
る
こ
と
じ
ト
り
、
ち
る
い
は
丈
れ
さ
れ
な
い
持J
〈
口
七
も
相
子
ト
刀
、
プ
ル
ド
J

h

ゲ
ソ
ス
一

へ
の
新
株
予
約
械
の
一
川
町

減
の
山
）
人
れ
に
よ
り
、
だ
制
ι
；
午
、
新
株
ナ
灼
住
の
価
値
に
克
丘
、
つ
全
員
の
主
払
J
Z
3
rぇ
げ
ら
れ
る
こ
、
－
一
に
郊
み
る
こ
、
抗
合
人
関
係

ヌ
の
持
株
比
必
の
低

F
と
い
う
年
容
を
yr事
1

d

て
も
、

ム
件
新
株
下
一
一
権
無
償
却
乙
で
が
、
海
f

の
E
ι
J
に
反
v
J
、
憎
い
「
牲
を
日
人
く
も

の
と
は
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
。

L
P
L、
本
川
A
I
d
－
止
は
総
会
の
江
倒
的
μ

ぎ
放
の
賛
成
と
抗
日
円
人
へ
の
経
済
的
保
障
J
U
J
U

っ
と
、
ド
一
ペ
ル
刊
し
状
予
約
権
無
償
制
当
C
い
が
い
ド
平

円
相
刈
念
日
い
一
足
せ
ず
‘
同
畑
山
よ
「
叶
！
を
介
入
か
な
い
l
L
い
う
へ
つ
ま
り
妹
、
一
平
日
寺
内
原
則
の
珪
念
ぶ
一
氏
し
な
い
一
。
し
か

L
、
前
告
の
組
出
は
、

仏外

τ
に
ド
等
内
原
刻
は
も
と
も
と
少
数
株
主
を
守
る
と
の
ド
認
め
ら
れ
た
原
郊
と
あ
る
こ
と
を
看
過
し
て
い
る
し

一
だ
か
ら
枚
、
＋
総
会
の

特
別
多
数
伏
i
h
ι
4
3
1
J

て
し
て
も
株
よ
平
持
パ
リ
原
町
h
r
比
す
る
よ
う
な
決
議
は
丑
…
劾
で
あ
る
一
、
持
半
刊
の
理
由
は
、
市

γ人
の
境
疋
が
な
い
の
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で
も
っ
て
株
の
池
川
刊
を
吾
号
、
っ
こ

7
v
正
当
に
人
て
お
り
こ
れ
も
制
作
で
き
な
い

名＼

凶リU

「
氏
疋
一
は
、

抗
告
人
河
川
作
者
デ
原
審
の
い
令
指
謂
的
買
収
お
に
b
r
J
b
／
る
と
い
、
ズ
ツ
引
力
否
か
に
か
カ
わ
ら
ず
、

本
件
新
校
予
約
弘
主

山
田
割
当
C
は

株
ム
ム
平
等
ハ
原
別
の
魁
旨
に
反
す
る
も
の
と
は
な
く

法
令
仏
寸
い
違
反
し
な
い
と
い

7

L
か
し
、
以
上
の
よ
う
じ
、
株
ム
下
叶
1
等
原
則
別
干
し
関
す
る
本
以
J

モ
の
す
べ
て
の
論
ー
ハ
ド
お
い
て
究
論
を
仰
か
さ
る
を
得
ず
、
本
決
d

疋ムゼ

受
け
入
れ
る
こ
し
に
は
で
主
な
い
。

古

1
－
く
不
公
止
な
方
法
ム
ト
ふ
る
も
の
か

事
常
時
の
汁
抗
植
の
l
吋
件

寸
じ
一
正
」
は
、

本
件
京
株
子
v幻
権
加
憤
割
当
て
は
、

抗
白
人
｝
山
よ
る
相
手
ん
の
経
営
古
記
援
の
取

実
然
必
院
買
付
け
が
実
行
手
れ
、

ソルドノクソース畠刊ーの以的行、朽

了I
1-

〈プノ

に
生
1

〕
た
た
め
、

株
主
程
二
仁
お
い
て
ん
i

業
側
悼
の
段
山
闘
争
防
ぎ
、

ル
ト
y
hノ

ソ

ス

）

j
店
介
、

U
4
U
4
ι

し

州制

J
r
f
M

て
は
怯
汁
＋
其
川
の
利
誌
の
侵
害
を
防
〈
た
め
に
は
多
間
的
文
出
会
レ
て
も
こ
引
を
採
用
す
る
立
授
が
あ
る
）
判
断
さ
れ
て
れ
わ
れ
れ
人
も

町
立
の
事
態
に
対
抗
～

1
る
た
め
の
凶
作
出
て
あ
る
こ
y

抗
告
人
関
係
v
h

に
掛
川
什
一
て
ら
れ
L

之
ぶ
件
新
株
子
約
権
に
J

ツ
そ

ω
で
し
め
り

は
で
の
僻
山
県
に
戸
い
一
人
口
一
対
仙
が
文
払
わ
札
る
こ
と
も
考
点
ず
れ
ば

村
山
策
け
か
事
前
い
定
的
M

つれ

そ
れ
が
示
台
れ
な
か
っ
丈
が
九
と

い
叶
＼
本
行
材
料
予
約
権
基
…
日
間
引
当
ご
を
著
し
く
T
ハ
公
日
な
れ
公
辻
い
主
出
%
の
と
い
う
三
と
は
で
さ
右
い
と
い
行
u

L
か
し
、
本
決
定
は
会
社
の
利
PM
内
公
乞
を
防
止
す
る
た
め
吋
抗
日
米
を
持
、
士
総
会
内
刊
新
句
、
採
用
P
き
る
と
す
ゐ
点
、

お
よ
び
補
償

ーj
い仏什
U

人
に
な
さ
れ
て
い
る
二
と
千
↑
理
由
に
非
f

柏
崎

つ
ま
り
敵
対
的
買
収
者
が
現
九
た
段
、
対
抗
策
を
採
用
す
る
こ
と
を
止
当
化
す

る
も
の
に
あ
り
、
九
f
J
r
f
ー
の
一
誠
一
討
を
苅
提
ど
す
る
限
り
、
科
医
容
認
で
き
る
も
の
で
は
な
い
＝
反
論
u
h
j代り甲山］

L
v
な
る
の
ベ
改
め
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戸
、
注
べ
る
一
士
一
は
し
な
い
っ

（〉

rA
件
新
株
下
勾
怯
無
償
割
と
ご
、
の
目
的

「
氏
疋
一
は

抹
工
エ
に
花
り
中
ー
に
ら
札
る
枕
件
予
利
権
の
内
容
に
土
で
別
の
あ
ム
ヱ
耕
一
抹

vy
利
権
加
階
説
中
」

C
が

ん
Z
H
刊
の
企
業
佐
川
辺
ひ

い
て
は
絞
主
共
同
の
利
掃
を
枕
持
ヲ
る
た
め
で
な
く

も
っ
ぱ
り

fuu口
を
担
当
し
ぐ
い
る
取
締
役
守
ま
た
は
こ
れ
を
支
持
J

？
る
判
定
の

相
ん
の
従
v
n
H

支
配
権
キ
一
維
持
ず
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
印
刷
台
ト
は

そ
の
バ
ル
ド
予
約
権
無
償
配
当
て
は
照
射
と
し
て
若

L
く
式
公
了
忙
な

ト
力
法

μ
よ
る
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
7
0
が
本
山
内
誌
校
予
約
権
保
償
説
当
て
が
、
一
ノ
で
の
よ
う
な
場
合
に
該
当
し
な
い
と
と
も
丹
ら
か
で

あ
る
と

ptっ

，
、
々
、

1－1
刀一

1
－

で
の
ハ
伐
の
赤
J
7
4一出

1
こ

1
h何時
Z
h
h
巾
七
、
本
件
対
街
拾
を
講
じ

L
ご
と
を
ピ
当
化
す
る
特
段
の

H
mを
山
町
〆
刊
に
い

す
る
こ
と
な
く
ト
小
作
祈
林
，
ナ
前
権
無
慣
引
心
当
て
が
現
梓
常
悼
の
支
配
権
住
持
が
ヨ
的
で
は
な
い
主
簡
単
に
断
じ
て
い
る
の
は
軽
率
で
あ

る
と
い
う
批
判
を
免
れ
な
い
。

第
主
詣

結
語
｜
｜
特
に
最
高
裁
決
定
の
意
義

取
笥
叫
ん
が
ぶ
件
新
株
下
勾
住
証
健
常
山
二
干
、
が
株
主

f方
原
則
的
趣
山
内
に
反
一
な
い
こ
と
の
校
拠
と
1

三
弘
治
一
げ
て
い

る
迎
由
は
、
不
訂
で
あ
っ

C
ヌ
持
し
う
と
い
付
ま
た
、
買
収
手
法
が
痘
市
的
で
あ
h
リ
、
会
社
内
利
益
を
苦
し
く
害
す
る
丸
山
れ
が
強
ノ
＼

以
ト
の
小
、
つ
に
、

手
一
れ
を
山

H
ず
白
川
凶
均
の
正
当
性
（
必
要
注
と
合
珂
性
、
及
が
手
段
の
杓
ψ
」
内
が
あ
り
、

F
当
古
川
床
お
よ
び
禁
一
心
酔
一
本
と
し
仁
、
違
法

件
が
阻
却
さ
れ
る
と
は
い
え
在
い
と
僻
す
る
べ
主
で
あ

そ
内
ほ
か
同

λ
4
M
M
H
民
高
成
決
定
は
同
J

サ
容
の
十
九
羽
確
判
、
組
由
の
合
理
問
‘
削
引
山
れ
訟
判
一
jh
対
し
て
町
批
判
抑
制
珂
が
多
く
寄
せ
ら
れ

p
l、
｝

吋

（

rw

先
判
的
目
的
れ
が
あ
る
の
か
と
う
か
に
つ
い

vffら
疑
問
ト
と
さ
れ
て
い
る

v半
索
、

ふ

－

J
j

i
k
f
J
f
 

で
の
後
に
山
川
三
c
れ
た
平
山
一
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ハU
H
U
の人平岩士一

m値
附
究
会
の
将
一
じ
十
ご
寸
ら
、
ご
の
渋
F
J
T
忽
討
す
る
か
の
ご
一
一
会
判
容
の
答
出
を
山
川

L
て
い
る

持
十
九
時
p

公
に
買
収

ω是
非
の
判
断
を
九
ご
；
二
安
詰
る
の
は
経
営
人
的
責
任
逃
れ
で
あ
る
、
政
討
的
資
υ代
音
に
λ

笠
間
闘
を
与
、
λ
る
V

＼
き
で
な
い
な
い
と
一

経
済
の
J

コ
リ
ン
ク
ド
ゲ
同
｛
史
的
い
な
っ
た
刻
在
か
ら
み
る
と
、

ま
さ
に
「
時
代
い
抑
制
弄
き
れ
た

裁
判
で
あ
コ
た
と
h

う
一
と
が
む
き

る
で
あ
ろ
へ
。
ま
か
ん
、
同
作
王
子
等
内
原
刻
を
引
｛
之
上
J

る
会
判
決

三
九
条
一
羽
「
対
九
六
の

h
J什
壮
一
内
山
な
い
ん
心
仁
て
」
と
い
う
内
拝
ト
の

吋

4

一U

カ
特
別
多
数
決
〈
世
渋
沢
を
排
除
で
言
る
と
ヲ
品
会
社
法
七
五

条
一
羽
一
号
王
ャ

y
一
ン
コ
ア
ウ
i
e
7
1

)i 
0) 

ジ
ャ
ー
一
等
に
も

υ
法
ー
の
メ
ス
が
あ
て
ら
れ
る
べ
き
で
あ
命
。

ソルドノクソース畠刊ーの以的行、朽

一i

来
日
九
可
仏
中
i
J
U
K

一
九
！
？
六
月
一
へ
円
余
融
，
内
争
中
1
何
一
七
つ
号
二
円
J

一2

斗
税
政
判
所
に
続
出
さ
れ
た
織
定
意
見
rHバ
ν
多
く
は
包
：
つ
ル
ケ
ソ

r
へ
事
件
出
法
的
検
一
TR
則
一
民
事
法
務
一
一

札
♂
l
h

い
よ
心
υ

一、J
J

京
以
品
伏
ド
成
一
九
11仁
司
九
「
J

同
事
法
蒋
一
ー
人
口
1

ハロ
J

M

ひい一司、｝

一
－
一
一
最
決
平
成
一
九
年
八
月
仁
一
日
片
品
六
一

ιr
五

ザ

一

JA
百
v

一
日
川
調
布
治
郎
ー
株
式
会
A
T
法
（
第

4
版
一
〔
一
心
一
午
、
七
斐
慌
一
戸
一

L
】
民
正

6

｛ら「

t

卒
佐
一
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